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序     文 

 

 日本国政府はコスタリカ国政府の要請に基づき、2008 年 10 月より同国において「バラ・

デル・コロラド野生生物保護区における住民参加型管理」プロジェクトを実施してきまし

た。 

 

 国際協力機構は、このたび評価 5 項目における評価の実施と提言・教訓を導き出すため

の終了時評価調査団を 2011 年 7 月 25 日から 8 月 14 日の日程で派遣しました。調査団は、

コスタリカ側メンバーと合同評価チームを構成して現地調査を行い、その結果を合同評価

レポートとしてミニッツに取りまとめ、署名交換を行いました。 

 

 本報告書は、終了時評価調査時の調査及び協議に基づく結果を取りまとめ、今後の協力

への活用を通じ、更なる発展に繋がることを目的としております。 

 終わりに、これら一連の調査及び協議にご協力とご支援を頂いた関係者の皆様に対し、

心より感謝申し上げます。 

 

平成 24 年 4 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部長 江島 真也 
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評価調査結果要約表 

１. 案件の概要 

国名：コスタリカ 案件名：バラ・デル・コロラド野生生物保護区

における住民参加型管理プロジェクト 

分野：環境セクター 援助形態：技術協力 

所轄部署：地球環境部森林・自然環境保全第二

課 

協力金額（評価時点）：1.37 億円 

 

協力

期間 

(R/D): 2008 年 10 月～2011 年 10 月 先方関係機関：環境エネルギー通信省 

(延長): 日本側協力機関：該当なし 

(F/U) : 他の関連協力：該当なし 

(E/N)（無償）  

１-１ 協力の背景と概要 

コスタリカは国土の約 26%を国立公園や野生生物保護区等の保護区に指定しており、自然環境

の保全と観光開発の両立を国家的に推進している。9 つの保護区カテゴリーのうち、最大の面積

を占める国立公園については、土地所有形態が国有地に限られており、公園内の人間活動を観

光や学術調査に限定した、いわゆる「囲い込み」型の管理モデルが採用されている。しかし一

方で、野生生物保護区や森林保存区等、私有地や人間活動の存在を前提としたカテゴリーにお

いては管理モデルが確立されていない。観光業が大きな収入源である同国では、限られた予算

は観光客の多い国立公園の整備・管理にその大半を割かざるを得ず、保護区では住民の協力・

参画なしには保護区管理を行うことが不可能な状態にある。 

東北部のニカラグア国境近くに位置するバラ・デル・コロラド野生生物保護区（REBACO）

は、野生生物保護区の中でも最大の陸土面積（81,177ha）を有する。保護区内に国有地と私有地

が混在し、約 3,000 人近くが居住している。保護区内の村落は社会経済開発も遅れており、経済

企画省が示す社会開発指数(1999 年)によればコロラド地区の値は 448 行政区中 426 番目となっ

ている。主産業は漁業・牧畜業であるが、過剰な漁獲により漁業資源の減少が懸念されている

上、牧畜業の広がりは森林を分断し続け、更に狩猟や伐採等が行われている。 

このように同保護区が自然環境破壊の脅威にさらされていることを受けて、自然環境の保全

と住民の生活との調和に向けて、保護区内に居住している住民との協働による参加型保護区管

理モデルを確立すべく、2006 年度にコスタリカ政府は我が国に対して技術協力プロジェクトの

実施を要請した。これを受け、JICA は環境エネルギー通信省保全地域システム局トルトゥゲー

ロ保全地域（ACTo-SINAC）事務所を実施機関として、2008 年 10 月から 2011 年 10 月までの 3

年間の予定で「バラ・デル・コロラド野生生物保護区における住民参加型管理プロジェクト」

を実施することとなった。協力終了を迎えて 2011 年 8 月に本終了時評価調査が行われた。 

 

１-２ 協力内容 

（１）上位目標 

住民の生計・生産活動によって生じる REBACO の生態系に対する負のインパクトが減少する。
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（２）プロジェクト目標 

REBACO の管理において、住民の参加を促進するのに必要な ACTo-SINACの能力が向上する。

 

（３）成果 

成果１：ACTo-SINAC の職員が、REBACO 内における環境教育活動の実施能力を、身につける。

成果２：生物多様性の財とサービスを、生産者が持続可能な形で有効利用できるようにファシ

リテートできる能力を、ACTo-SINAC の職員が身につける。 

成果３：ACTo-SINAC 職員、地域住民、関係機関の間での協働作業を行うシステムが改善され

る。 

 

（４）投入（評価時点） 

日本側： 

長期専門家派遣    １名 

短期専門家派遣  延べ４名 

研修員受入     １０名 

機材供与   約５５０万円 

ローカルコスト負担 約２,６１０万円 

 

相手国側： 

カウンターパート配置 １０名 

土地・施設提供 専門家執務室、通信・電気設備等 

機材負担 車輛・小艇等 

ローカルコスト負担 サイト出張旅費、車輛燃油費等 

 

２. 評価調査団の概要 

調査者 池田修一（総括）地球環境部次長 

新井雄喜（協力企画）地球環境部森林・自然環境保全第二課 

寺尾豊光（評価分析）水産エンジニアリング(株) 

調査期間  2011 年 7 月 25 日〜2011 年 8 月 14 日 評価種類：終了時評価 

３.評価結果の概要 

３-１ 実績の確認 

（１） 成果 

成果１：マニュアル作成を除き達成済み。 

環境教育活動の実施対象は、REBACO 内の小中学校 18 校、コミュニティ開発組織及び漁業者

グループ等であった。環境教育活動の内容は、国家保全地域システム庁（SINAC）環境教育戦

略に基づいて、主に 4 つのモジュール（自然保護区管理制度、湿地帯保存、持続可能な生産技

術及び廃棄物処理）から成っている。これらの 4 つのモジュール実施のための教材は、一連の

環境教育活動の実施を通して実情に合わせ作成され、使用されてきたものである。これらの教

材は、今後の活動を通じて更新されて行くものと期待される。上記の 4 つのモジュールすべて
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について、マニュアル本文のドラフトが既に作成されているが、完成までには、編集、デザイ

ン及び印刷の仕事が残っている。 

成果２：マニュアル作成を除き達成済み。 

2011 年 7 月中旬に ACTo-SINAC 担当職員や専門家により実施された調査によると、インタビ

ューされた農家の 84%が、持続可能な生産技術（統合農業）の本研修のあとに実施された追加研

修（個別技術研修）及び農家訪問による技術指導の結果に「満足している」と回答している。

持続可能な生産活動に関するマニュアルの本文テキストはまだ作成途上にある。マニュアルの

主な内容として、コミュニティにアクセスするために取られた方法、SINAC によるコミュニテ

ィ管理の概要、持続可能な生産（統合農業）の技術説明といった事項が予定されている。 

 

成果３：マニュアル作成を除き達成済み。 

協働作業を促進するために、地方評議会の設立、保護区管理に対する参加型モニタリング及

び参加型環境モニタリングが実施された。地方評議会の設立等に際しては、ローカルアクター

の役割が重視された。2010 年 2 月から 6 月の間に実施されたローカルアクター分析及び最近の

追加調査により、本プロジェクトと REBACO 管理計画にかかわる現下のローカルアクターとし

て、La Aldea 村落において 63 組織が特定された。これらのうち、37 の組織が、環境教育、廃

棄物処理・リサイクル、共同パトロール、観光旅行開発等の様々な活動から成る協働作業に従

事していると報告されている。 

 

（２） プロジェクト目標 

次の事由により、プロジェクト目標は達成されていると判断できる。達成指標である地方評

議会の活動、研修受講農家による統合農業の採用、住民による協働活動への参加のいずれにつ

いても、計画された指標値を満たしていることが確認された。加えて、ACTo-SINAC がコミュ

ニティ管理の分野での実務経験を蓄積するに至ったことがいろいろな側面で見受けられた。例

えば、繰り返し実施された統合農業の補足研修ワークショップや受講者の農場への訪問を再三

行ったことは、ACTo-SINAC の担当職員と地域の関係者の間のコミュニケーションを深め、継

続的な信頼関係の強化を促進するものとなっている。 

 

３-２ 評価結果の要約 

（１）妥当性：高い 

野生生物保護区を含むすべての保護地区のために「管理計画」を策定し実施することは、環

境組織法（1995 年）と生物多様性法（1998 年）の要求によるものである。本プロジェクトは、

REBACO 管理計画を構成する実施プログラムに相当する位置づけを持ち、特に同計画 6 章～7

章の「コミュニティ管理プログラム」との共通点が多い。本管理計画の実施への寄与を通して、

本プロジェクトは国家政策と関連性を持ったと言える。また、REBACO のような居住人口を持

つ野生生物保護区に対して、管理計画の 6～7 章等を適用したのは、コスタリカで最初のケース

となった。このように前例がなかったことから、特にコミュニティ管理の実施について、

ACTo-SINAC は技術協力を必要としており、本プロジェクトはこれを満たすことができた。 

 

（２）有効性：高い 
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プロジェクト目標を達成する上で、統合農業（成果２）の研修と同様に、手広く行われた環

境教育（成果１）が寄与している。環境モニタリング（成果３）も同様な貢献を果たしたと担

当職員の中には考えている者もいる。保護区管理モニタリングや環境モニタリングを含む参加

型アプローチは、ACTo-SINAC の機能を補い、引いては組織能力を向上させるものとなった。

以上の結果として、本プロジェクトは REBACO 管理計画の全面実施を支援する上で有効であっ

た。本プロジェクトはその役割を遂行したと言える。 

 

（３）効率性：高い 

フルタイムでプロジェクト活動に従事した担当職員 6 人、車輛及び燃油費、バラ・デル・コ

ロラドの沿岸出張所等、本プロジェクトを実施するために ACTo-SINAC により多くの投入がな

されている。このような投入により、繰り返し実施された統合農業の補足研修ワークショップ

や受講者の農場への訪問が可能となり、引いては本プロジェクトのパフォーマンスが高められ

た。統合農業の研修がコミュニティ管理の実施促進に最も寄与したと考えられる。その研修を

実施するにあたり、本プロジェクトでは必要に応じて既存の技術資産（統合農業の技術パッケ

ージ）を使うことができた。中米地域に実績のある技術資産を継承して使用できたことにより、

プロジェクトの効率性が高められた。 

 

（４）インパクト：高い（予測） 

本プロジェクトでは波及効果が既に見られるところとなっている。例を挙げると、Linda Vista

村落への統合農業研修の拡大、ACTo-SINAC やパイロットサイトのコミュニティに見られる双

方の接点の確立、統合農業を導入した世帯での野菜購入経費低減による貯金の増加、他の保護

区での地方評議会設立への支援、および「全国野生生物保護区委員会」の設置と同委員会の場

における 11 の保護区管理者との情報共有などがある。 

 

（５）持続性：中程度 

REBACO 管理計画の策定と実施は、法規及び政策の両面で求められるところとなっている。

そのため、プロジェクト終了後も、管理計画下の活動はすべからく継続して実施され、また活

動に伴って便益を生み出して行くと考えられる。長引いている世界金融不況の影響への対処と

して、2011 年度以降、コスタリカの全政府機関の予算は 20%低減されている。交渉の結果、

ACTo-SINAC の予算は 20%の代わりに 17%の低減に留めることができたが、今回の予算縮小は、

コミュニティ訪問あるいは保護区巡回に必要な車輛燃油費に重大な影響を与える可能性があ

る。そのため ACTo-SINAC では、援助機関など様々な機関から運営経費の補填を得るべく努力

している。また、保護区内には大規模農場による農薬汚染等の環境リスクが存在する。これが

コントロールされ管理されない限り、REBACO の居住農家に不公平の感覚が残ると考えられる。

これは、コミュニティ管理を難しくしかねない状況と言える。 

 

３-３ 効果発現に貢献した要因 

（１）計画内容に関すること 

統合農業の研修を計画するに際して、受講生数の増加ではなく、学んだ技術を確実に実施で

きるように、既存の受講生に対するフォローアップが優先された。その結果、コミュニティの
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受講農家と ACTo-SINAC との意思疎通が深まり、参加型管理の中核農家を育成することにもな

った。 

（２）実施プロセスに関すること 

プロジェクト初期の段階で採用された 6 人の担当職員の配置は、REBACO の地域コミュニテ

ィにアクセスする上で新しいアプローチを取ることを可能にしたと言われる。このアプローチ

は、法執行を旨とする保護コントロールだけが住民との接点であったような以前の方法と違い、

農家との意思疎通を構築することにつながった。 

 

３-４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（１）計画内容に関すること 

該当なし。 

 

（２）実施プロセスに関すること 

プロジェクト終了時までに、La Aldea 村落またはその近辺に REBACO の内陸部出張所を確保

することは難しいように見受けられる。しかしながら、内陸部出張所は、フォローアップ活動

を強化し、コミュニティの生産・生計活動に必要な行政サービスの実施を容易にする上で、必

要である。 

 

３-５ 結論 

本プロジェクトでは、ACTo-SINAC 職員が環境教育活動、農民への持続可能な生産技術の指

導、住民との協働による保護区管理活動等を自ら企画し実践してきた。マニュアル類の作成状

況や住民参加型環境モニタリングの継続性、財政面における自立発展性等において若干の懸念

は残るものの、本プロジェクトの実施により、ACTo-SINAC 職員が住民参加型の保護区管理活

動を主導していく能力は着実に向上してきたと言える。特に、本プロジェクトは、プロジェク

ト開始前までは敵対し合っていた ACTo-SINAC 職員と住民との関係を改善し、信頼関係を構築

することにおいては大きな成果を上げた。本プロジェクトは、これまで住民内在型の保護区管

理については経験が乏しかったコスタリカにおいて、行政と住民との協働による参加型保護区

管理の新しいモデルを提唱し、類似課題を抱える他の多くの住民内在型保護区管理の改善に寄

与することが期待される。 

 

３-６ 提言 

（１）プロジェクト終了までに検討すべき事項 

• 未完成のマニュアルにつき、執筆・製本・印刷・配布等にかかるスケジュールを確認する。

• 5 種類のマニュアルを有効活用する方法（大学の教材等として活用する等）について検討す

る。 

• 保護区における住民と行政との関係改善・信頼関係構築に係る教訓を抽出する。 

• 環境モニタリングの有効かつ継続可能な実施方法（違法行為や外来種等の目撃情報を住民が

行政に報告し、行政がそれらの情報を保護区管理に活用する等）について検討する。 

• プロジェクトの経験から得られた知見・教訓等を REBACO 関係者等と共有するためのセミ

ナーを実施する。 
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（２）プロジェクト終了後に検討すべき事項 

 

持続可能な生産技術の更なる普及： 

• 住民へのフォローアップ活動を継続させつつ、農業省等と連携して持続可能な生産技術の更

なる普及を図る。 

• モデルファームを設置し、他地域の住民や研究者等を対象としたスタディツアーを実施す

る。 

 

知見の蓄積と共有： 

• 外部機関（NGO、他ドナー、大学、研究機関等）を対象としたセミナーを実施し、本プロ

ジェクトを通じて得られた知見・教訓等を共有するとともに、住民参加型保護区管理につい

て意見交換を行う。 

• 自然資源の持続的利用の推進（環境保全活動に対する支払い制度や環境に配慮して生産され

た農作物・家畜の認証制度等）に係る研究を実施する。 

• 本プロジェクトで導入した持続可能な生産技術の有効性に係る研究や大規模農家において

も導入可能な環境配慮型農業技術の研究等を実施する。 

 

環境教育活動の実施体制強化： 

• 小中学校の先生らに対して研修を実施するなどして、学校等と連携して環境教育活動を実施

できる体制の構築を図る。 

 

保護区内に居住する住民への支援体制強化： 

• コミュニティ管理担当者の配置を徹底させ、研修を行い、保護区内におけるコミュニティの

管理体制を強化する。 

• 保護区内に居住する住民の土地所有に係る問題に関し、住民に対する支援の方策を検討す

る。 

• 土地を所有しない保護区内の住民に対し、一定程度の自然資源の利用を認める方策について

検討する。 

 

持続性の強化： 

• 本プロジェクトにより導入された諸活動を継続させる予算を確保するため、国連機関や

NGO 等の財源に係る情報を収集し、関係者と共有する。 

• 自然資源の管理において重要な役割を担う女性の活動への巻き込みや次世代を担う若手人

材の育成等に係る視点をマニュアルに組み込む。 

 

ラムサール条約登録湿地の有効活用： 

• REBACO 内のラムサール条約登録湿地を活用し、湿地の重要性に係る普及・啓発活動を行

う。また、本プロジェクトの成果や教訓について、2012 年にルーマニアにて行われる予定

のラムサール条約締約国会議（COP11）で発表する。 
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３-７ 教訓 

• 活動実施に先行する地勢・生態・社会学的分析の重要性 

• コミュニティ管理に伴う土地登記の現況把握の必要性  

• 技術普及に伴う関係機関との連携の重要性 

• 農民間普及の意義 

• コミュニティとの信頼関係構築に際して求められる政府機関のコミットメントの重要性 

• 保護区管理に活用すべき農民情報の重要性 

 

３-８ フォローアップ状況 

該当なし。 

 



 
 



 

第 1 章 はじめに 

 

１－１ 終了時評価の目的 

本終了時評価調査は、2011年 10月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動の実績、

成果を評価、確認するとともに、今後のプロジェクト活動に対する提言及び今後の類似事

業の実施にあたっての教訓を抽出することを目的とする。 

 

１－２ 合同評価団の構成 

氏名 役職 所属機関 
<コスタリカ側> 
Saskia Rodriguez Steichen チームリーダー 国家計画経済政策省（MIDEPLAN） 

国際協力部部長、 

German Aguilar Vega 評価チームメン

バー 
国家保全地域システム庁（SINAC） 

アレナル‐テンピスケ保全地域（ACAT）環境教
育・生物回廊プログラム担当職員 

Karina Maria Li 
Wing-Ching 

評価チームメン

バー 
国家計画経済政策省（MIDEPLAN） 

アジア地域担当職員 

<日本側> 

池田修一 総括 
国際協力機構 地球環境部 
森林・自然環境グループ 

グループ長 

新井雄喜 

 

協力企画 
国際協力機構 地球環境部 
森林・自然環境グループ 

森林・自然環境保全第二課職員 

寺尾豊光 評価分析 
（株）水産エンジニアリング 

 

１－３ 終了時評価スケジュール 

調査を通して明らかになった事項及び協議に基づいて、評価チームは合同評価報告書を

作成し、8 月 11 日に開催された合同調整委員会（JCC）に提出した（英文：付属資料 1、西

文：付属資料 2 として添付）。 

 

１－４ プロジェクトの背景 

コスタリカ共和国(以下、コスタリカ)は国土の約 26%を国立公園や野生生物保護区等の保

護区に指定しており、自然環境の保全と観光開発の両立を国家的に推進している。9 つの保

護区カテゴリーのうち、最大の面積を占める国立公園については、土地所有形態が国有地

に限られており、公園内の人間活動を観光や学術調査に限定した、いわゆる「囲い込み」

型の管理モデルが採用されている。しかし一方で、野生生物保護区や森林保存区等、私有
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地や人間活動の存在を前提としたカテゴリーにおいては管理モデルが確立されていない。

観光業が大きな収入源であるコスタリカでは、限られた予算は観光客の多い国立公園の整

備・管理にその大半を割かざるを得ず、保護区では住民の協力・参画なしには保護区管理

を行うことが不可能な状態にある。 

 コスタリカ東北部のニカラグア国国境に位置するバラ・デル・コロラド野生生物保護区

（REBACO）は、野生生物保護区の中でも最大の面積（81,177ha）を有し、国有地と私有地

が混在し、11 の村落に約 2,400 人（252 農家）が居住している。保護区内の村落は社会経済

開発も遅れており、経済企画省策定の社会開発指数(1999 年)においてコロラド地区の値は

448 行政区中 426 番目となっている。主産業は漁業・牧畜業であるが、過剰な漁獲により漁

業資源の減少が懸念されている上、牧畜業の広がりは森林を分断し続け、更に狩猟や伐採

等が行われている。 

 このように同保護区が自然環境破壊の脅威にさらされていることを受けて、自然環境の

保全と住民の生活との調和に向けて、保護区内に居住している住民との協働による参加型

保護区管理モデルを確立すべく、2006 年度にコスタリカ政府は我が国に対して技術協力プ

ロジェクトを要請した。 

 これを受け、JICA は環境エネルギー省保全地域システム局（SINAC）トルトゥゲーロ保

全地域（ACTo）事務所をカウンターパート(C/P)とし、2008 年 10 月から 2011 年 10 月まで

の 3 年間の予定で「バラ・デル・コロラド野生生物保護区における住民参加型管理プロジ

ェクト」を実施中である。現在、長期専門家(業務調整/参加型天然資源管理)1 名が活動中で

ある。 

 

１－５ プロジェクト概要 

プロジェクトの上位目標は、「地域住民の生産活動と放牧により引き起こされた生態系に

対する負の影響が減少する」であり、プロジェクト目標は、「REBACO の管理に住民が積極

的参加を促進するのに必要な ACTo-SINAC の能力が向上する」というものである。プロジ

ェクトの成果（アプトプット）を下記に示す。  

(1) ACT-SINAC の職員が、REBACO における環境教育活動を実施できるようになる。 

(2) ACTo-SINAC の職員が、生産者が生物多様性のサービスと恩恵を持続可能な方法で利用

できることを促すための能力を身につける。 

(3) ACTO-SINAC の職員と地域住民、関係機関の間で、参加型管理のための共同活動のシ

ステムが改善される。 

 
１－６ データ収集方法 

終了時評価調査に必要な情報・データは次のように収集した。 

 関連政策、プロジェクト実績資料及び政府統計のレビュー 

 実施機関担当職員、日本人専門家など政府関係者へのインタビュー調査 

 プロジェクト活動に関与した地元農家へのインタビュー調査 
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１－７ 終了時評価の方法 

１－７－１ 評価方法について 

本終了時評価調査は新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版（2010 年 6 月）に従い実施さ

れた。評価分析の方法は以下による。 

 議事録付属資料 1 及び 2 に示す PDM（第 2 版、2009 年 11 月 30 日）及び PO に沿

って本プロジェクトの進捗と達成実績を検討する。 

 実施プロセスを検討する。 

 次節に示す評価 5 項目の方法によりプロジェクトを評価する。 

 プロジェクト実施の改善及び持続性確保の見地から提言を抽出する。 

 

１－７－２ 評価 5 項目 

(1) 妥当性 

プロジェクト目標や上位目標がコスタリカ政府の関連政策及び受益者のニーズ

に合致しているか、またこれらの点においてプロジェクト設計に論理的整合性が

あるかについて検討した。さらに日本政府の援助方針との関連性についても検討

した。 

 

(2) 有効性 

プロジェクトが有効であったか評価するために、終了時までにプロジェクト目

標が達成される可能性を評価し、また成果の達成がプロジェクト目標の達成にど

のように寄与したか検討した。 

 

(3) 効率性 

投入と成果の関連を見ることで効率性を検討した。検討の過程において、投入

の時期、質、量ならびに類似の分野における他の機関の活動との連携あるいは重

複の有無の確認などが調査された。 

 

(4) インパクト 

プロジェクトの実施で直接あるいは間接的に生じる正負の波及効果を検討した。

波及効果にはプロジェクト設計の段階で予測されていなかったものも含まれる。

加えて上位目標の達成見込み及びこれに対する本プロジェクトによる貢献を評価

した。 

 

(5) 持続性 

協力終了後もプロジェクトの便益が継続して維持、拡大する見込みがあるか知

るために、現行の国家政策、組織制度、財政、技術及び社会・環境的な側面から

プロジェクトの持続可能性を評価した。 
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第 2 章 プロジェクトの達成状況 

 

２－１ 投入 

２－１－１ コスタリカ側 

(1) プロジェクト担当者の配置 

プロジェクト管理のために、SINAC 長官がプロジェクトディレクターに、また

ACTo 所長がプロジェクトマネージャーに、同じく ACTo 保護区管理課長がサブ・

プロジェクトマネージャーに任命された。プロジェクト担当職員は 10 人で、各種

の業務活動に従事している。プロジェクト担当職員の内 6 人は、REBACO 保護区

の現場でコミュニティ管理と保護コントロールを実施するために、本プロジェク

ト初期の段階で新たに雇用された人々である。(詳細は付属資料 1,2 の Annex 4 に

記載) 

 

(2) 便宜供与施設 

Limón 州 Guápiles に所在する ACTo-SINAC 本部の事務所棟に、専門家の執務の

ため、約 20 m2 の事務室及び付帯設備として、インターネット・アクセス付の LAN

システム及び電気設備等が提供された。本プロジェクトの活動と共に、REBACO

管理計画を実施するために、ACTo-SINAC は、Barra del Colorado 地区に位置する

REBACO 沿岸部の出張所、現場活動に必要な車輛と小艇、同燃油等を投入した。

La Aldea に設ける予定であった懸案の REBACO 内陸部の出張所については、賃貸

施設の調達を予定していたところ、賃貸契約の検査担当者の派遣が遅れているた

め、保留状態となっている。 

 

(3) 運営経費 

本プロジェクトの運営に必要な経費として、燃油費の他に、車輛維持費、地方

出張旅費及び一般管理費等が ACTo-SINAC により負担された。プロジェクト当初

段階から、2010年3月の段階までの経費の合計は65,000米ドルと報告されている。

(詳細は付属資料 1,2 の Annex 9 に記載) 

 

２－１－２ 日本側 

(1) 専門家派遣 

2008 年 10 月のプロジェクト開始から、長期専門家 1 名が 3 年間の「業務調整・

参加型天然資源管理」の業務で派遣されている。2011 年 10 月までの投入は 36

カ人月となる。短期専門家は延べ 4 回派遣（計 6.6 人月）され、環境教育、保護

区管理及び参加型環境モニタリングの分野において技術移転を行った。(詳細は

付属資料 1,2 の Annex 5 に記載) 

 

(2) 本邦及び第三国研修 

プロジェクト担当職員の 10 人が参加型保護区管理モニタリング、参加型環境
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モニタリング、持続可能な生産技術、環境教育等の分野において本邦研修を受講

した。この内全員が受講後も継続して ACTo-SINAC の原課に勤務している。また、

ACTo-SINAC所長など 5人が日本で開かれた自然保護区に関するセミナーに出席

した。同じく 8 人が第三国で開催された中米地域研修またはワークショップに派

遣された。(詳細は付属資料 1,2 の Annex 6 に記載) 

 

(3) ローカル・コンサルタントの活用 

コスタリカのローカル・コンサルタント 8 人（事業所）との契約により、保護

区管理業務の指導、プロジェクトの計画管理に係る研修、持続可能な生産技術（統

合農業）の研修、指標種の特定、GIS システムの設計、パイロットサイトの農家

基礎情報調査及び農耕地の地図化の各活動について、支援を得た。 

 

(4) 機材供与 

活動実施に必要な車輛、小艇、発電機、PC 及び周辺機器等が供給された。供与

機材の品目・数量等のリストを議事録付属資料 7 に示す。2011 年 7 月 31 日現在の

機材費用は 70,751 米ドル（約 550 万円）であった。 

 

(5) 在外事業強化費 

活動実施に係る費用として、パイロットサイト等の地方出張、農家研修事業、

コンサルタント役務及びプロジェクトの補助職員の報酬等のため、2011 年 3 月ま

での間に、合計 335,000 米ドル（約 2,610 万円）の負担がなされた。(詳細は付属資

料 1,2 の Annex 8 に記載) 

 

２－２ 成果の達成状況 

成果１ ACTo-SINAC の職員が、REBACO 内における環境教育活動の実施能力を、

身につける。 

達成指標 1-1 4 つのモジュールに必要な環境教育教材が、2010 年末までに作成され
る。 
1-2 環境教育のためのマニュアルが作成される。

 

指標 1-1：達成済み。環境教育活動の実施対象は、REBACO 内の小中学校 18 校、コミュニ

ティ開発組織及び漁業者グループ等であった。環境教育活動の内容は、SINAC 環境教育戦

略に基づいて、主に 4 つのモジュール（自然保護区管理制度、湿地帯保存、持続可能な生

産技術及び廃棄物処理）から成っている。これらの 4 つのモジュール実施のための教材は、

一連の環境教育活動の実施を通して実情に合わせ作成され、使用されてきたものである。

これらの教材は、今後の活動を通じて更新されていくものと期待される。 

 

指標 1-2：終了時までに達成予定。上記の 4 つのモジュールすべてについて、マニュアル本

文のドラフトが既に作成されているが、完成までには、編集、デザイン及び印刷の仕事が

残っている。 
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成果２ 生物多様性の財とサービスを、生産者が持続可能な形で有効利用できるように

ファシリテートできる能力を、ACTo-SINAC の職員が身につける。 

達成指標 2-1 少なくとも研修に参加した生産者の 60%が、ACTo-SINAC が提供する技
術指導とフォローアップに満足している。 
2-2 持続可能な生産活動に関するマニュアルが作成される。 

 

指標 2-1：達成済み。2011 年 7 月中旬に ACTo-SINAC 担当職員や専門家により実施された

調査によると、インタビューされた農家の 84%が、持続可能な生産技術（統合農業）の本

研修のあとに実施された追加研修及（個別技術研修）及び農家訪問による技術指導の結果

に満足していると回答している（表 1 参照）。 

 

本研修の概要 

A グループ：2010 年 1 月～3 月実施、12 日間、17 人受講、コンサルタント実施。 

B グループ：2010 年 5 月～7 月実施、12 日間、11 人受講、ACTo-SINAC 担当職員実施。 

 

追加研修の概要 

2010 年 9 月～2011 年 5 月の間に、ビニール・ハウス建設実習や植林研修と苗木の受け渡し

を含む 11 科目の実習が実施された。 

 

表１ 追加研修と訪問指導に係る農家評価 

区分 農家数 % 

満足 21 84 

部分的に満足 2 8 

不満足 1 4 

未回答 1 4 

合計 25 100 

出典：ACTo-SINAC 調査、2011 年７月中旬 

 

訪問指導を行うため、プロジェクト担当職員は幾度となく受講農家を訪問している。以

下の度数分布図は、訪問回数別の農家戸数を与える。図 1 に示されるように、農家の過半

数（14 人）が ACTo-SINAC 担当職員による 5 回以上の訪問を受けている。 
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図１ 農家訪問の頻度 

出典：ACTo-SINAC 調査、2011 年７月中旬 

 

指標 2-2：終了時までに達成予定。持続可能な生産活動に関するマニュアルの本文テキスト

はまだ作成途上にある。マニュアルの主な内容として、コミュニティにアクセスするため

に取られた方法、SINAC によるコミュニティ管理の概要、持続可能な生産（統合農業）の

技術説明と言った事項が予定されている。 

 

成果３ ACTo-SINAC 職員、地域住民、関係機関の間での協働作業を行うシステムが

改善される。 

達成指標 3-1 協働作業マニュアルが作成される。 

3-2 ローカルアクターの 50%が、参加型管理を強化するための活動を展開し

ている。 

 

指標 3-1：終了時までに達成予定。協働作業のマニュアルは、地方評議会の設立手順、保護

君管理に対する参加型評価及び参加型環境モニタリングの 3 種類である。いずれもマニュ

アル本文の作成中の段階にある。 

 

指標 3-2：達成済み。2010 年 2 月から 6 月の間に実施されたローカルアクター分析及び最

近の追加調査により、本プロジェクトと REBACO 管理計画にかかわる現下のローカルアク

ターとして、La Aldea における 63 組織が特定された。これらのうち、37 の組織が、環境教

育、廃棄物処理・リサイクル、共同パトロール、観光旅行開発等の様々な活動から成る協

働作業に従事していると報告されている。 

7



 

２－３ プロジェクト目標 

プ ロ ジ ェ

クト目標 

REBACO の管理において、住民の参加を促進するのに必要な ACTo-SINAC の

能力が向上する。 

達成指標 1. REBACO 地方評議会の活動計画が存在する。 
2. 少なくとも 25 の農家が、プロジェクト終了時に、プロジェクトによって
導入された持続可能な生産技術を採用している。 
3.  少なくとも、300 名（延べ人数）の住民が、ACTo-SINAC の職員によって
推進された協働活動に参加する。 

 

指標 1：達成済み。REBACO 内陸部の地方評議会は 2010 年 10 月に設立された。その後、

2011 年から 2012 年の間の行動計画が準備された。執行部役員が出席した会議は、2011 年 3

月から 5 月の間で、4 回に及んでいる。2011 年～2012 年の行動計画では、REBACO 内の小・

中学校での環境教育、地方観光の開発、保護区内の土地登記制度の情報交換等を主要な課

題としている。 

 

指標 2：達成済み。持続可能な生産技術（統合農業）の研修を受けた 28 人の農家に対して

2011 年 4 月に実施された調査によると、26 人の農家が少なくとも 1 種類の技術を採用して

いることが判明している。また、プロジェクトが別に実施した 2011 年 7 月の訪問調査によ

れば、平均「3.3 種類」の技術が採用されていることも示されている。 

 

指標 3：達成済み。地域社会が参加する自然保護関連のイベントがこれまでに ACTo-SINAC

により 10 回開催されている。開催されたイベントは、世界湿地デー、REBACO 設立記念祭、

REBACO 管理の参加型モニタリングに係るワークショップ等である。これらのイベントに

は延べ 800 人余が参加したと報告されている。 

 

２－４ 上位目標 

上位目標 住民の生計・生産活動によって生じる REBACO の生態系に対する負のインパ

クトが減少する。 

達成指標 2014 年までに少なくとも 50 の農家が持続可能な生産技術を実施する。 

 

La Aldea 周辺の 28 人の農家に加えて、Linda Vista 周辺の 15 人の農家が農牧省（以下、

MAG）の予算支援により 2011 年 7 月に新たに実施された統合農業研修を受講した。La Aldea

の受講農家 28 人のうち、その大半の 26 人が統合農業技術の少なくとも 1 つを継続して使

用している。この高い適用率（93%）は ACTo-SINAC 担当職員によって実施された一連の

追加研修と受講者の農場への訪問指導によって確保されたと言える。さらにいくつか研修

バッチを得てかつ以上のフォローアップを行うことで、上位目標の指標は達成されると見

込まれる。なお、上位目標の指標の達成見込みを具体的に検討するには、以下の 2 つの状

況に留意しておく必要がある。 
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(1) パイロットでカバーされた地域 

2010 年 3 月にプロジェクトにより実施された農家基礎情報調査の結果によると、

La Aldea 及び周辺地域において、図 2 の白点に示されるように、247 人の農家が存在

することが判明し、その地理的位置も特定された。この調査は、土地登記の有無に

かかわらず、農牧用の土地を持っている農家を対象としている。次図では、プロジ

ェクトが行った統合農業研修を受講した農家（赤点）が広く分散していることも示

されている。このように分散している結果、近在の農家に「統合農業」の成果をあ

まねく実地に展示することが可能な状況にあることに留意したい。 

 

 

図２ パイロット実施地域 

 

(2) 研修候補者の農業規模 

上記の調査では、212 戸について農牧用地の面積も明らかにされている。その結果

によれば、農家当りの用地面積は、最少 0.5ha から最大 1,000ha までで 71.5ha を中央

値としている。このように 247 戸の農家は様々な農業経営規模を持つ。大規模農場

のための「統合農業」技術はまだ開発されていないことから、247 戸の農家すべてを

現在の研修の対象候補とすることは難しい。 

 

図 3 の度数分布図では、青色バーはパイロットサイトの全農家（すなわち 212 戸）につ

いて、また赤色バーは受講農家について、それぞれ農牧用地面積別の農家戸数を与えてい

る。青色バーに示されるように、農家の大多数の用地面積は 100ha 以下である。そのような

100ha 以下のカテゴリーの農家は 137 戸（212 戸の 65%）を数える。同様な傾向が研修受講

農家にも見られる。このような状況のため、今後 La Aldea で研修対象を拡張する際には、

用地面積「100ha 以下」の 137 戸のうち未受講の農家を優先すべきと考える。 
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図３ 農牧用地面積別の農家戸数 

２－５ 実施プロセス 

 プロジェクト初期の段階で採用された 6 人の担当職員の配置は、REBACO の地域

コミュニティにアクセスする上で新しいアプローチを取ることを可能にしたと言

われる。このアプローチは、法執行を旨とする保護コントロールだけが住民との

接点であったような以前の方法と違い、農家とのコミュニケーション（意思疎通）

を構築することにつながった。 

 

 プロジェクト以前の段階では、そのようなことで、ACTo-SINAC によって取られ

た行動は唯一保護コントロールだけで、地域社会との関係はほとんどなかった。 

 

 統合農業の研修を計画するに際して、受講生数の増加ではなく、学んだ技術を確

実に実施できるように、既存の受講生に対するフォローアップが優先された。そ

の結果、コミュニティの受講農家と ACTo-SINAC との意思疎通が深まり、参加型

管理の中核農家を育成することにもなった。意思疎通の深まりは、信頼関係の構

築と人々の思考様式の変化を導いたと言える。 

 

 プロジェクト活動の実施にあたって、ACTo-SINAC 所長及び担当職員は積極的か

つ自立的な行動を取った。例えば、農家研修の計画に際して統合農業を自ら選定

し、長期間の努力の上で 2011 年 7 月の Linda Vista の研修を実現させ、全国野生生

物保護区委員会を設立し、REBACO のプロジェクト経験を全 11 管区の保護区マネ

ジャーと共有した。 

 

 プロジェクト終了時までに、La Aldea またはその近辺に REBACO の内陸部出張所

を確保することは難しいように見受けられる。しかしながら、内陸部出張所は、

フォローアップ活動を強化し、コミュニティの生産・生計活動に必要な行政サー
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ビスの実施を容易にする上で、必要である。 

 

 

第 3 章 評価 5 項目による分析結果 

 

３－１ 妥当性 

以下のことから、妥当性は高いといえる。 

 

 コスタリカ国家開発計画（2011~2014 年）によると、国の行政の主要課題の一つと

して、経済社会開発と環境保護の協調への模索が挙げられている。例えば、より

包括的な途を通じて経済成長を達成すること、すなわち、環境保護、天然資源の

賢明な使用、経済発展及び雇用創出が相互に補強し合うような開発モデルの策

定・採用が目指されている。このような視野から、人間社会がもたらす環境問題

と自然生物界との間に均衡を成立させるために、自然保護政策の強化に努力が傾

注されている。環境生態系保存及び開発へのコミュニティ・レベルの参加型アプ

ローチを通して、本プロジェクトは、そのような政府努力に貴重な貢献を果たし

た。 

 

 野生生物保護区を含むすべての保護地区のために管理計画を策定し実施すること

は、環境組織法（1995 年）と生物多様性法（1998 年）の要求によるものである。

本プロジェクトは、REBACO 管理計画に含まれる実施プログラム数件から構成さ

れている。特に管理計画の 7-6 章「コミュニティ管理プログラム」との共通点が多

い。管理計画の実施への寄与を通して、本プロジェクトは国家政策と関連性を持

つことになる。 

 

 REBACO のような居住人口を持つ野生生物保護区に対して、管理計画の 7-6 章等

を適用したのは、コスタリカで最初のケースとなった。このように前例がなかっ

たことから、特にコミュニティ管理の実施について、ACTo-SINAC は技術協力を

必要としており、本プロジェクトはこれを満たすことができた。 

 

 プロジェクト対象地域として、REBACO を選定したことも適切であった。コスタ

リカで最大の野生生物保護区であり、また森林、湖、湿地、大小の河川及び湿地

帯など多様な地勢に裏打ちされた固有の生態系及び場所によっては様々な形態・

規模の農業も見られる。ここで取得された知見は多岐にわたるだけに、国家保全

システム下の他の異なった条件の保護区に対して、経験の共有を可能とする。 

 

 本プロジェクトでは、計画活動の実践が最優先された。そのため ACTo-SINAC が

現場での経験を多く積むことができたので、このアプローチは高く評価できる。

しかしながら、実践優先は体系的なアプローチに欠ける部分を残したことも否め
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ない。例えば、プロジェクトの着手に際して、保護区内の環境劣化要因や一般的

な社会・環境要因（人口、農家戸数、農業経営規模等）や大規模農場による農薬

汚染の影響、不在地主等の調査をしておけば、活動をより体系的に実施できたか

もしれない。 

 

３－２ 有効性 

 以下のことから、有効性は高いといえる。 

 

 プロジェクト目標は達成されたと判断できる。プロジェクト目標の達成は指標だ

けでなく他の面からも検討できる。達成状況を説明する良い理由の一つに、

ACTo-SINAC がコミュニティ管理の分野での実務経験を蓄積することができたと

いう事実がある。例えば、繰り返し実施された統合農業の補足研修ワークショッ

プや受講者の農場への訪問を再三行ったことは、ACTo-SINAC の担当職員と地域

の関係者の間のコミュニケーションを深め、継続的な信頼関係の強化を促進する

ものとなった。 

 

 統合農業（成果２）の研修と同様に、手広く行われた環境教育（成果１）もプロ

ジェクト目標の達成に寄与することができた。担当職員数名は環境モニタリング

（成果３）も同様な貢献を果たしたと考えている。 

 

 保護区管理モニタリングや環境モニタリングを含む参加型アプローチは、

ACTo-SINAC の機能を補い、引いては組織能力を向上させるものとなった。 

 

 以上の結果として、本プロジェクトは REBACO 管理計画の全面実施を支援する上

で有効であった。本プロジェクトはその役割を遂行したと言える。ただし、管理

計画の実施はなお初期段階にあり、多くの課題が存在している。解決すべき課題

には、パトロール区域の拡張、保護区内の土地登録問題に対する代替案の特定、

長年にわたり REBACO 地域内での中で運営されている大規模農場（稲作、バナナ

及びパイナップル）による農薬汚染の対策等がある。 

 

３－３ 効率性 

 以下のことから、効率性は高いといえる。 

 

 フルタイムの担当職員 6 人、車輛及び燃油費、バラ・デル・コロラドの沿岸出張

所等、本プロジェクトを実施するために ACTo-SINAC により多くの投入がなされ

ている。このような投入により、繰り返し実施された統合農業の補足研修ワーク

ショップや受講者の農場への訪問が可能となり、ひいては本プロジェクトのパフ

ォーマンスが高められた。 

 

 統合農業の研修がコミュニティ管理の実施促進に最も寄与したと考えられる。そ
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の研修を実施するにあたり、本プロジェクトでは必要に応じて既存の技術資産（統

合農業の技術パッケージ）を使うことができた。中米地域に実績のある技術資産

を継承して使用できたことにより、プロジェクトの効率性が高められた。 

 

 パイロットサイトの農家戸数や農業経営規模等に係る社会調査がプロジェクトの

当初段階に実施されなかったことから、適正規模の農家の選定など、農家研修の

実施プロセスにおいて試行錯誤が生じた可能性がある。 

 

 

３－４ インパクト 

以下のことから、インパクトは高いと予想される。 

 

 指標の上では上位目標は達成されると見込まれる。しかしながら、上位目標に記

述されている環境劣化を来す原因の範囲はもっと拡大されて然るべきと考える。

すなわち、活動を進める上で考慮に入れるのは、「住民の生計・生産活動」だけで

はなく「大規模農場と不在地主農場の運営」をも含むべきであろう。これは、環

境劣化のより大きなリスクがどこに存在するかよく判明していない状況が見受け

られるためである。潜在リスクを等しく捕捉することによって、プロジェクト終

了以降に活動を継承する REBACO管理計画の役割を一層明確化することができる。 

 

 本プロジェクトでは波及効果が既に見られるところとなっている。例を挙げると、

Linda Vista への統合農業研修の拡大、ACTo-SINAC やパイロットサイトのコミュニ

ティに見られる双方の接点の確立、統合農業を導入した世帯での野菜購入経費低

減による貯金の増加、他の保護区での地方評議会設立への支援、及び「全国野生

生物保護区委員会」の設置と同委員会の場における 11 の保護区管理者との情報共

有などがある。 

 

３－５ 持続性：中程度 

以下のことから、持続性は中程度といえる。 

 REBACO 管理計画の策定と実施は、法規及び政策の両面で求められるところとな

っている。そのため、プロジェクト終了後も、管理計画下の活動はすべからく継

続して実施され、また活動に伴って便益を生み出して行くと考えられる。 

 

 長引いている世界金融不況の影響への対処として、2011 年度（注：コスタリカの

会計年度は 1 月から 12 月）以降、コスタリカの全政府機関の予算は 20%低減され

ている。交渉の結果、ACTo-SINAC の予算は 20%の代わりに 17%の低減に留める

ことができたが、今回の予算縮小は、コミュニティ訪問あるいは保護区巡回に必

要な車輛燃油費に重大な影響を与える可能性がある。そのため ACTo-SINAC では、

援助機関など様々な機関から運営経費の補填を得るべく努力している。 

 環境教育、環境モニタリング、統合農業などの技術は既に ACTo-SINAC 担当職員
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に定着している。これに対して、GIS 技法の研修は更に重ねる必要がある。また、

環境リスク分析の研修も今後は必要と考えられる。 

 

 大規模農場による農薬汚染等の環境リスクがコントロールされ管理されない限り、

REBACO の居住農家に不公平の感覚が残ると考えられる。これは、コミュニティ

管理を難しくしかねない状況と言える。 

 

 

第 4 章 結論 

 

本プロジェクトは、環境教育、持続可能な生産技術についての農家研修、地域住民と関

係機関との様々な協働作業を実施することにより、ACTo-SINAC 職員の能力強化に貢献し

た。マニュアル作成作業を期間中に終了させること、参加型環境モニタリングの実施、予

算の持続性等、いくつかの課題は見られるが、ACTo-SINAC の職員は、REBACO の参加型

管理を主導していくための技術と技能を、十分に身につけたといえる。本プロジェクトは、

特に、ACTo-SINAC 職員と REBACO 内の地域住民との関係改善と信頼構築において、注目

に値する成果を残した。 

 

評価チームは、本プロジェクトの成果は、コスタリカにおいて、参加型保護区管理のモ

デルとして機能し得る高いポテンシャルを有しており、人間が居住する他の保護区におけ

る諸問題の解決を図る際にも大いに貢献し得るとの結論に達した。 
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第 5 章 提言と教訓 

 

５－１ 提言 

５－１－１ プロジェクト終了前 

(1) マニュアルの完成へ向けた作業工程等の確認 

「統合農家研修」、「地方評議会」及び「参加型保護区管理」のためのマニュアル

が調査時点で完成していないことが確認されたため、評価チームは、プロジェクト

が終了する前までに、プロジェクトが各マニュアルの最終案を取りまとめ、完成ま

での作業工程等を共有するよう提言を行った。マニュアル内容の最終的な承認、出

版及びプロジェクト関係者への配布等は、プロジェクト終了後 3～4 カ月後をめどに

行われる見込みである。 

 

(2) マニュアル有効活用の促進 

本プロジェクトで作成している 5 種類のマニュアルを、より効果的に利用する

ために、評価チームは、プロジェクトが、マニュアルの有効活用方法について更

に議論を深めるよう提言した。例えば、大学の自然資源管理関連学部の授業等で

マニュアルを活用する、保護区管理に関連した ACTo-SINAC の研修教材として活

用する等といった案が、マニュアルの有効活用のためのオプションとして想定さ

れる。 

 

(3) 信頼関係構築に係る教訓の抽出 

本プロジェクトは、ACTo-MINAET の職員と、REBACO 内の自然資源の持続可

能な利用や自然環境の保全に携わるステークホルダーとの間の良好なコミュニケ

ーションを促進させ、信頼関係を構築する上で大きく貢献した。評価チームは、

信頼関係の更なる強化と他の保護区における行政と住民との関係改善を推進する

ため、プロジェクトと ACTo-SINAC が本事例を通じて得られた教訓等を整理・体

系化し、それらを参加型保護区管理マニュアルの中に組み込み、すべての野生生

物保護区管理関係者と共有するよう提言した。 

 

(4) 参加型環境モニタリングの有効活用 

評価チームは、ACTo-SINAC が REBACO において順応的管理を実施する際に役

立つ情報取集ツールの一つとして、本プロジェクトで導入した住民参加型の環境

モニタリングシステムを有効活用することについて、プロジェクトが検討するよ

う提言した。 
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(5) セミナーの開催 

本プロジェクトを通じて得られた成果や教訓等が関係者の間で十分に共有され

るよう、ACTo-SINAC 職員、地域評議会のメンバー、地域の主要なステークホル

ダー等が参加するセミナーを開催するよう、提言を行った。同セミナーの一部と

して、モデル農家への現地視察も含めるべきである。 

 

５－１－２ プロジェクト終了後 

(1) 農家の技術的フォローアップの継続と普及拡大 

本プロジェクトで持続可能な生産技術を導入した農家が今後も継続的に同技術

を活用し、また本プロジェクト対象地域外においても同技術の普及を図っていく

ためには、農民への技術的フォローアップを継続的に行っていくことが重要であ

る。加えて、ACTo-SINAC は REBACO の他の地域でこのプログラムを広めるため

の更なる努力を続けるべきである。またその際、MAG 等の他機関との協力・連携

を図ることも重要である。 

 

(2) モデル農家の指名とモデル農家視察ツアーの実施  

デモンストレーション農場として機能することが期待できるいくつかの統合農

家をモデル農家として指定すること、持続可能な生産技術の実践に成功しており

信頼のおける生産者をインストラクターとして育成すること、そして他地域の農

家、政府関係者、学生、研究者等のためのスタディツアーを企画することは、持

続可能な生産技術を更に普及展開していく上で有効な方策である。 

 

(3) コミュニティ支援強化に向けた担当職員の配置 

本プロジェクトの成果の持続性を確保するため、実施体制、すなわち

ACTo-SINAC の人的資源は、プロジェクトの終了後も維持されるべきである。特

に、コミュニティへの支援を担当する職員は、継続的に配置されるべきである。

加えて、コミュニティ支援実施体制を強化するため、SINAC によるコミュニティ

支援担当職員の配置、保護区の内外における同職員の権限の明確化、マニュアル

を使った研修の実施、そしてモデル農家視察ツアーを開催することが求められる。 

 

(4) 外部財源に係る情報提供 

ACTo-SINAC、地方評議会、農家等が REBACO の管理活動を実施するのに必要

な追加資金を申請できるよう、申請先となり得る外部資金源について、

ACTo-SINAC が情報収集を行い、地方評議会や地域住民等と情報を共有するべき

である。 

 

(5) 環境教育活動における学校教師の関与 

ACTo-SINAC は、REBACO 内のすべての住民が環境教育を受ける機会を均等に

得られるよう、教育省と連携し、REBACO 内において環境教育活動を行うことの
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できる人材を育成する目的で、学校教員に対する環境教育研修プログラムを実施

すべきである。 

 

(6) 関係他機関への広報 

評価チームは、プロジェクトを通して得られた教訓の関係他機関との共有、及

び保護区管理についての他機関との意見交換等を目的として、SINAC の他の保護

区職員、NGO、研究機関、大学、他ドナー等を参加者とするセミナーを、

ACTo-SINAC が開催するよう提言を行った。言うまでもなく、プロジェクトを通

して開発されたマニュアルはセミナーにおいて配布し、モデル農家の視察は、セ

ミナーの一部として実施する。 

 

(7) 土地所有問題に係る対応策の検討 

本調査の結果、プロジェクト対象地域では、住民による正式な土地の登記がな

されていない場合があるなど、土地所有に係る問題が存在することが確認された。

そこで評価チームは、コスタリカ政府に対し、保護区内における土地所有問題に

係る対応策を検討することを提言した。 

 

(8) 自家消費目的の資源利用に係る許可の検討 

野生生物保護区の持続可能な利用地域に居住する農民が、自家消費を目的とし

た木の伐採や倒木の利用を行う場合、SINAC 行政庁（Secretaría Ejecutiva del 

SINAC）は、野生生物保護区内において許可される活動について定めた野生生物

用第 151 条、及び第 152 条の適用下で、また野生生物保護区管理官の事前許可を

得た上であれば、許可する可能性について検討するべきである。 

 

(9) 農民による自然資源の持続的利用を推進するための研究 

評価チームは、REBACO 及び他の保護区における自然環境保全実施体制を強化

する目的で、持続可能な生産技術を実践している農家がその結果として提供する

生態系サービスに対する支払い（Payment for Ecosystem Services：PES）制度の適

用可能性について検討するためのアカデミックな調査を実施することを奨励する。

また、持続可能な手法・プロセスにより生産された農産物を認証し、マーケット

において販売していくためのメカニズムについても研究するべきである。環境保

全に貢献する活動に対する支払いの取り組みについては、熱帯農業研究高等教育

センター（CATIE）によって実施されたコロンビアとニカラグアの事例が参考と

なる。 

 

(10) 持続可能な生産技術に係る学術的研究の実施 
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評価チームは、プロジェクトが導入した持続可能な生産技術の有効性を検証す

るため、研究機関の協力のもと、ACTo-SINAC が学術的な研究を実施することを

推奨する。特に、各技術の導入による生物多様性保全及び住民の生計向上へのイ

ンパクトは、検証されるべきである。さらに、大規模農家においても導入可能で

続可能な生産技術の種類についても、研究されるべきである。 

 

(11) 湿地の重要性に係る普及・啓発の促進 

REBACO の一部は、「カリブ海側北東部湿地」と呼ばれるラムサール条約登録

湿地となっている。ACTo-SINAC は、関係機関及びステークホルダーが湿地生態

系の重要性を十分に認識するよう、普及・啓発活動を推進するべきである。また、

コスタリカ国内の他のラムサール条約登録湿地関係者とも情報交換を行い、本プ

ロジェクトの教訓等を、2012 年にルーマニアで開催される第 11 回ラムサール条約

締結国会議（COP11）で発表することが推奨される。 

 

(12) ジェンダー的視点の組み込み 

評価チームは、SINAC と JICA が行っている参加型保護区管理プロセスの中に、

ジェンダー的視点をより多く組み込むことを奨励する。同視点は、本プロジェク

トで作成中の参加型保護区管理マニュアルの中にも組み込まれるべきである。 

 

(13) 関連行政機関によるアプローチの統一 

ACTo-SINAC が対象地域で行ってきた活動成果を、プロジェクト終了後も有効

活用していくため、ACTo-SINAC と中央火山帯保全地域（ACCVC）、特にアルデ

ア村とその近隣の村落周辺の自然資源管理を担当するサラピキ事務所が、自然資

源管理において同じアプローチを採用することができるよう、両機関が調整を図

ることが推奨される。 

 

５－２ 教訓 

(1) 生態系、地理、社会状況等の調査・分析の重要性 

保護区管理に係るプロジェクトを実施する際には、プロジェクトの活動が開始

する前に、対象地域で発生している問題について科学的な調査を行う必要がある。

特に、生態学的重要性に係る地理情報及び生態系への人為的インパクトに係る情

報は、プロジェクト活動対象地を決定する上で重要な意味を持つ。環境劣化の原

因等に係る分析も、プロジェクトで導入する技術を選定する上で不可欠である。

上述の調査・分析等を行った上で、保護区管理のためのアプローチについて検討

し、プロジェクトの戦略を定めるべきである。 

 

(2) 土地登記状況把握の必要性  

参加型自然資源管理を進める際、土地登記は最も重要な要素の 1 つである。な

ぜなら、もし地域住民が自身の土地の中にある自然資源へのアクセス権を持たな
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いのであれば、彼ら、彼女らが自分自身で自然資源を管理するためのモチベーシ

ョンを保つのは難しいからである。適切な自然資源管理方法を導入するため、地

域住民の土地登記・土地所有に関する状況は、活動開始に先駆けて確認される必

要がある。 

 

(3) 技術普及に係る他機関との協力 

技術普及がプロジェクトの活動の 1 つであり、また、カウンターパート機関が

技術普及のための職員や十分な予算を持っていない場合、MAG、NGO、他ドナー

等、関連組織と協力することが効果的である。 

 

(4) 農民から農民への普及 

農民から農民への知識・技術等の共有は、技術普及を促進する上で効果的な方

法である。持続可能な生産技術の導入に成功しているモデル農家を、他の農家が

訪問し視察することは、統合農家のシステムが彼らの生活改善にどのように寄与

するのかを農家が実感し、同技術を導入する動機付けとなることが期待される。 

 

(5) 各技術の特徴に係る熟慮の必要性 

それぞれの技術の特徴について、プロジェクト活動の中で導入する前に十分に

考慮することは重要である。有機肥料づくり、有機野菜の栽培等の持続可能な生

産技術は、短期間に多くの農家に取り入れられた一方、バイオダイジェスターの

設置や電気柵については、短期間で導入した農家は比較的少なかった。両方のタ

イプの技術が農家にとって利益があるとはいえ、少ないインプットと特殊な技術

を必要としない簡易な技術が、より少ない時間で農家に取り入れられやすい傾向

があり、また、一定の投入とより特別な技術を必要とする技術の方が、農家が実

践するまでにより長い時間がかかると考えられる。このような各技術の特徴や導

入にかかる時間については、導入前から十分に考慮される必要がある。 

 

(6) 信頼関係構築へ向けた献身的な努力の重要性 

本プロジェクトでは、研修参加者の数を増やすことに時間を費やすよりも、一

定数の受益者に対し献身的な支援を行うことに重点を置いた。これにより、

ACTo-SINAC と農民との関係は大幅に改善し、両者の間に信頼関係を構築するこ

とに成功した。信頼関係を構築するには、一定の時間と努力が欠かせない。それ

故に、農民のニーズを注意深く聞き、両者の間のコミュニケーションの機会を可

能な限り増やし、生計向上のための支援・助言を献身的かつ継続的に行うことは、

極めて重要である。 

 

(7) 農民による目視情報の保護区管理への活用 

農民が積極的に環境モニタリングに参加し、保護区管理のために活用可能なデ

ータを収集するためのインセンティブを十分に提供することは困難である。しか

し一方で、保護区内に居住する農民が不法伐採、密漁、外来種、家畜や農産物に
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害を与える野生生物の目視等を行うことは可能である。農家が目撃した上記のよ

うな情報を、ACTo-SINAC と共有することにより、ACTo-SINAC は保護区管理の

ための対応策を検討する際の重要な参考情報を得ることができる。 

 

(8) C/P のオーナーシップの強化 

プロジェクト活動に係る決定権を C/P 職員に可能な限り付与することは、C/P

のオーナーシップを強化する上で重要である。C/P が自ら議論する機会を十分に与

えられず、日本人専門家がより大きな決定権を持てば、C/P 職員は日本人専門家に

依存し、プロジェクト活動へのオーナーシップが弱まる可能性がある。持続性の

確保とキャパシティ・ディベロップメントの促進のためには、プロジェクトのイ

ニシアティブを C/P に早めに付与することが重要である。 
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INFORME CONJUNTO DE LA EVALUACION FINAL 

DE LA COOPERACION TECNICA JAPONESA 

SOBRE EL PROYECTO DE MANEJO PARTICIPATIVO 

DEL REFUGIO NACIONAL DE VIDA SILVESTRE BARRA DEL COLORADO， REPUBLlCA DE 

COSTARICA 

EI equipo japones de la evaluacion final， organizado por la Agencia de 

Cooperacion Intemacional del Japon (de ahora en adelante denominada como“JICA") 

dirigido por Mr. Shuichi lKEDA， Group Director， Forestry and Nature Conservation 

Group， Global Environment Department， JICA; visito a la Republica de Costa Rica (de 

ahora en adelante denominada como “Costa Rica") del 25 de Julio 2011 al 14 de 

Agosto del 2011， a fin de revisぽ progresosy alcances de la cooperacion tecnica 

japonesa sobre el Proyecto de Manejo Participativo del Refugio Nacional de Vida 

Silves回 Barradel Colorado (de ahora en adelante denominado como “el Proyecto"). 

La evaluacion final fue conducida con el equipo de evaluacion costarricense， 

dirigido por MSc. Saskia Rodriguez Steichen， Directora de Cooperacion Intemacional 

del Ministerio de Planificacion Nacional y Politica Economica 

Durante la evaluacion final en Costa Rica， se conduieron una serie de reuniones 

con las autoridades conc巴mientes，e investigaciones de campo巴nlas comunidades meta. 

Basado en las discusiones y las investigaciones， el Equipo Conjunto de la Evaluacion 

Final Costa Rica -Japon (d巴ahoraen adelante denominado como “el Equipo")， acordo 

los contenidos del Informe Conjunto de la Evaluacion Final adjunto (de ahora en 

adelante denominado como “el Informe") y acordo informar en la tercera reunion del 

Comite Conjunta de Coordinacion celebrado el 11 de agosto de 2011， para recomendar 

los asuntos escritos en el Inforτne a las autoridades respectivas. 

Estos textos han sido preparados en espanol巴 ingles.En caso de alguna 

discrepancia en la interpretacion，巴1texto en ingles prevalecera 

\Jて\~ぷ7 ~ーー-

Japan lnternational Cooperation Agency 

11 de Agosto deI2011， San Jose 

J[ linPb/ 
脂fsc.Saskia Rodriguez Steichen， 

Team Leader， 

Equipo de Evaluacion Final， Costa Rica 

Directora Cooperacion Internacional Ministerio 

de Planificacion Nacional y Politica Economica 
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Informe Conjunto de la 

Evaluacion Final 

sobre el Proyecto de 1¥宣anejoParticipativo 

del Refugio Nacional de Vida Silvestre 

Bal・radel Colorado 

Equipo Conjunto de la Evaluacion Final 

11 de Agosto del 2011 

Sistema Nacional de Areas de Conservacion (SINAC) 

Agencia Internacional de Cooperacion de Japon (JICA) 
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Abreviaciones 

ACCVC Central Volcanic Range Conservation Area 

(Area de Conservacion Cordillera Volcanica Central) 

ACTo Area de Conservacion Tortuguero 

CATIE Centro Agronomo Tropical de Investigacion y Ensenanza 

ASP Areas Silvestres Protegidas 

COBODES Proyecto de Conservacion de Bosques y Desarrollo 

Sostenible 

CONAC Consejo Nacional de Areas de Conservacion 

CORACTo Consejo Regional del Area de Conservacion Tortuguero 

FONAFIFO Fondo Nacional de Financiamiento Forestal 

GOJ Gobiemo de Japon 

GOC Gobiemo de la Republica de Cost瓦Rica

JCC Comite de Coordinaci加 Co勾unta

JICA Agencia Intemacional de Coop巴racionde Japon 

MAG Ministerio de Agricuitura y Ganaderia 

MEP Ministerio de Educacion Publica 

MIDEPLAN Ministerio de Planificacion Nacional y Politica 

Economica 

M岳~AET Ministerio de Ambiente El泥沼iay Telecomunic島，clOnes

MIM Minutas de R，巴union

ODA Asistencia Oficial para el Desarrollo 

PCM Mru対odel Ciclo del Proyecto 

PDM Matriz de Diseno del Proyecto 

PSA Pago de Servicios Ambientales 

RD Registro de Discusion 

REBACO Refugio Nacional de Vida Silvestre de Barra del Colorado 

SINAC Sistema Nacional d巴Areasde Conservacion 

Consideraciones de genero: El Equipo de Revision reconoce la igualdad de generos， 

sin embargo en este informe se uti!iza por faci!idad de redaccion y lectura， las palabras 

en genero masculino cuando s巴refierea un grupo d巴ambosgeneros 
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1. Introduccion 

1.1 Objetivo de la Evaluacion Final 

EI objetivo de la Evaluacion Final de EI Proyecto para el Manejo Participativo del 

Refugio Nacional de Vida Silvestre Barra del Colorado， es examinar y evaluar los 

logros de cada resultado y el objetivo de EI Proyecto， para hacer recomendaciones que 

fortalezcan la efectividad， impactos y sostenibilidad， y que extraer las lecciones 

aprendidas de EI Proyecto. 

1.2 Miembros del Equipo Conjunto de Revision Intermedia 

Nombre Titulo Organizacion 
くPorp紅tede Costa Rica> 
Msc. Saskia Rodriguez Lider de Equipo Coordinadora del Area de Cooperacion 

Steichen Intemacional， MIDEPLAN 

Sr. Gerrnan A思Iilar Miembro del EAImICbMieEnatda o del PrcoogrrraEmdoa ms de Educacion 

Vega Equipo 
ACA下SINACY 

Biologicos 

Srta. Karina Maria Li Miembro del ECIo1CoaprEgraadca id de ASIIntos dEAsia，Area d巴

Wing-Ching Equipo n Intemacional， MIDEPLAN 

くPorp紅tede Japon> 

Mr. Shuichi lKEDA Lider de 
Dimctor desIGtto a 11dy 1peCo AOmIlsbeiwenatCB16Gn I 

Equipo 
Grupo Foresta y Conservacion Natural 

DAJaegnpe6rぽnICtI(maJInCedAne t) o lent60bal， Cooperacion Intemacional de 

Sr. ARAI Yuki Cooperacion y 

FDhGdTUeIW2Z曲組JEIEaSmidp1om，nmolAan(agHHo ，pCmkdAzDla ) qpcdmぽcogncUz民剖omno1mpame，dω臨6ni加kB1x1zmtzAmtarlyalsby l iOmE dd te c 
Planeamiento 

Mr. Toyomitsu TERAO Analisis de Investigador Senior， 
Evaluacion Fisheri巴'sEngineering Co.， Ltd 

1.3 Agenda de la Evaluacion Final 

Luego de una preparacion en Japon， el Equipo de la Evaluacion Final Japones， llego a 

Costa Rica el 25 de Julio del 2011. EI equipo condujo entrevistas y discusion巴scon los 

funcionarios del Proyecto， y los productores en los pueblos meta y demas personal 

pertinente del 1 ero de Agosto al 11 de Agosto d巴12011. Basado en los resultados de 

las encuestas y una serie de discusiones， el Equipo hizo el Infor百leConjunto de la 

Evaluacion Final y 10 entrego al JCC que se llevo a cabo el 11 de Agosto del2011. 

5 

¥ぺ
66



3可r

1.4 Trasfondo del Proyecto 

Costa Rica promu巴vela conservacion de recursos naturales y el desarrollo de la 

indus位iaturistica como una de sus mas importaotes politicas nacionales， designaodo un 

26% de sus tierras como areas silvestres protegidas. Estas areas silvestres protegidas son 

consideradas patrimonio natural del estado， en donde la ley forestal establece que solo 

se puede hacer actividades de capacitacion， investigacion y eco-turismo. Por otro lado， 

existen tambien areas silvestres protegidas como los refugios de vida silvestre donde 

conviven propietarios privados， t巴rritoriosestatales y comunidades. Actualmente 

SINAC no cuenta con una estrategia clara de manejo para estas areas silvestres 

prot巴gidas.

EI REBACO， localizado cerca de la frontera con Nicaragua en el Caribe Noreste de 

Costa Rica， es el refugio de vida silvestre mas graode en el pais， con una grao riqueza 

en biodiversidad. Sin embargo actividades humaoas como la gaoaderia extensiva y la 

produccion de arroz en grao escala que se realiza en algunos sectores del REBACO， 

est釘1empezaodo a causar un impacto negativo en la conservacion de los ecosist巴mas.

A peticion del Gobiemo de la Republica de Costa Rica， JICA inicio el Proyecto en 

Octubre del 2008 con el proposito de reforzar la capacidad de ACTo-SINAC con 

respecto al maoejo participativo del REBACO， por medio de educacion ambi巴ntal，uso 

sostenible de los recursos naturales， monito問。 ambientalparticipativo， etc. 

1.5 Resumen del Proyecto 

EI objetivo superior del Proyecto es “Se reducen los impactos negativos sobre los 

ecosistemas en el REBACO causados por las actividades productivas y de vida de los 

habitaotes" Y el Obj巴tivo del Proyecto es “Se mejoran las capacidades del 

ACTo・SINACnecesarias para promover la participacion activa de los habitantes en el 

mao吋odel REBACO." Los resultados del Proyecto se describen a continuacion 

(1) Los funcionarios de ACTo-SINAC son capaces de implementar acciones d巴

educacion ambiental en el REBACO. 

(2) Los funcionarios de ACTo-SINAC tienen la capacidad de facilitar para que los 

productores puedao aprovechar los bienes y servicios de la biodiversidad en forma 

sostenible. 

(3) Se mejora el sistema de trab司oconjunto entre los funcionarios de ACTo-SINAC， y 

los habitantes y las instituciones relacionadas para el man吋oparticipativo. 

6 
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Para producir los resultados mencionados anteriormente， se estan implementando las 

siguientes actividades: preparar material de ense自信12apara la educacion ambien句L

impartir programas de capacitacion y transferencias tecnicas para los productores sobre 

el uso sostenible de los recursos naωrales， realizar monitoreo ambiental colaborativo. 

1.6 Metodologia de Recoleccion de Datos 

EI equipo r官colectodatos e informacion por medio de: 

• Revisando documentos de politicas relacionadas， archivos de EI Proyecto y 

巴stadisticasdel gobiemo; 

• Entrevistas con personal contraparte de El Proyecto， con el experto Japones， y otros 

funcion紅ios;

• Entrevistas con productores locales involucrados en las actividades de EI Proyecto. 

1.7 Metodologia de la Evaluacion Final 

1. 7.1 Metodologia 

Esta Evaluacion Final fue realizada basada en la Guia de Evaluacion de Proyectos 

(version revisada) de JICA. La metodologia de la evaluacion se detalla a continuacion: 

• Una revision de progreso y de logros de EI Proyωto de acuerdo al PDM (version 2， 

30 de Noviembre del 2009) y la Tabla de Evaluacion (ver anexo); 

・Unestudio del proceso de implementacion; 

• Evaluacion de El Proyecto por medio de los 5 criterios mencionados mas adelante; 

• Extraccion de recomendaciones para mejorar la implementacion de EI Proyecto y 

asegurar la sostenibilidad de este. 

1.7.2 Criterios de Evaluacion 

(1) Relevancia 

La Relevancia de EI Proyecto se rev凶 deacuerdo a la validez del objetivo del proyecto 

y el o~リ etivo superior， en relacion con las politicas de d巴sarrollorelevantes del gobiemo 

de Costa Rica y las necesidades de los beneficiarios， y tambien con la consistencia 

logica del diseno del proyecto. Correlacion con las politicas del ODA del gobiemo 

Japones， tambien fue confirmada 

(2) Efectividad 

La Efectividad fue evaluada estudiando la probabilidad de lograr el objetivo del 

proyecto al finalizar EI Proyecto. La relacion logica entre los logros de los resultados y 
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el objetivo de EI Proyecto tambien fue revisada. 

(3) Eficiencia 

La Efici巴nciade la implementacion de EI Proyecto fue analizada es旬diandola 

correlacion entre insumos y resultados. EI proceso， la sincronizacion， la calidad y 

cantidad de los insumos， y la relacion y/o duplicacion entre EI Proyecto y otras 

actividades d巴 lasorganizaciones en campos relacionados， son elementos que tambien 

fueron revisados. 

(4) Impactos 

Los Impactos de las actividades del proyecto釦eronidentificados enfocandose en 

efectos positivos， negativos， directos e indirecto， causados， 0 que serお1causados por EI 

Proyecto. Estos efectos incluyen los que no se esperaban en el diseno del proyecto. 

Ademas una probabilidad de lograr el objetivo superior y contribucion de El Proyecto， 

fueron evaluados. 

(5) Sostenibilidad 

La Sostenibilidad de EI Proyecto fue evaluada desde aspectos organizacionales， 

financieros， tecnicos y socioambientales; considerando las posibilidades de que los 

beneficios d巴EIProyecto puedan ser sostenidos 0 expandidos luego de haber finalizado 

El Proyecto. 

2. Logros de EI Proyecto 

2.1 Insumos 

2.1.1 Costa Rica 

(l) Asignacion de funcionarios del proyecω 

Director de El Proyecto de SINAC， Gerente y Sub Gerente de EI Proyecto de ACTo han 

sido asignados p訂 aque administren El Proyecto. Ademas 10 funcionarios mas se ha 

integrado en las actividades de EI Proy巴cto.Seis de estos funcionarios son aquellos 

contratados en la etapa inicial de El Proyecto para implementar Gestion Local， 

proteccion y control en el area del REBACO. 

(2) Infraestructura proporcionada por ACTo-SINAC 

Una oficina de aproximadamente 20m2， con un sistema de LAN， acceso a Intemet y 

electricidad， ha sido proporcionada en el edificio de ACT，かSINACen Guapiles， Limon， 

para uso de EI Proyecto. Para la implementacion del Plan de Manejo del REBACO， a1 

igual que EI Proyecto， ACTo-SINAC tambien ha proporcionado una estacion de c出npo
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en la costa， especificamente en Barra del Colorado， vehiculos y botes para trabajo de 

campo， combustible y otros. El alquiler de una estacion en tierra en la Aldea， ha sido 

suspendido， ya q坦ela visita necesaria de un inspector del gobiemo， relacionado con el 

tema del alquileres， se ha atrasado. 

(3) Costos de Operacion 

Para operar la actividades de El Proyecto， incluyendo los costos d巴 mantenimientode 

los vehiculos，仕組sportelocal， administracion y otros， ACTo-SINAC ha proporcionado 

un monto total de 42，000 US$， desde el comienzo de EI Proyecto， hasta Marzo de12011. 

2.1.2 Japon 

(1) Envio de expertos Japones a Costa Rica 

Desde el comienzo de EI Proyecto en Octubre d巴12008， un experto Japones fue enviado， 

asignado por un periodo de tres a員oscomo CoordinadorlParticipativo del Manejo de los 

Recursos Naturales. Los insumos totales del experto Japones de largo plazo ser組 de36 

meses， hasta Octubre 2011. Cuatro exp巴rtosde corto plazo tambien fueron enviados 

para un total de 6.6 meses， con el fin de transferir tecnologias en el campo de educacion 

卸nbiental，manejo de las areas protegidas y monitoreo ambiental participativo. Para mas 

det耳lIesver Anexos. 

(2) Capacitacion en Japon 

Diez (10) personas fueron enviadas a Japon para recibir capacitacion sobre Manejo 

Participativo de las Areas Protegidas， Monitoreo Ambiental Participativo， Educacion 

Ambiental para DesぽrolloSostenible， entre otros. Todos los participantes en las 

capacitaciones en Japon conti凶 antrabajando para ACTo-SINAC. Cinco (5) personas 

han atendido seminarios sobre areas prot巴gidasen Japon. Ocho (8) personas fueron 

enviadas a capacitaciones 0 talleres regionales en otros paises. Para mas detalles ver 

Anexos 

(3) Consultores Locales 

Los ocho consultores en Costa Rica han sido contratados para apoyar actividades que 

incluyen: consultas sobre el manejo de areas prot巴gidas，capacitacion p紅 a

planificacion y manejo de proyectos， capacitacion para tecnicas de produccion 

sost巴nibles(Fincas Integradas)， identificacion de especies indicadoras， diseno para el 

sistema GIS， estudio base de datos sobre los productores en el sitio piloto， y mapeo de 

las tierras de los productores. 
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(4) Provision de Equipo 

Vehiculos， bote， generados， computadoras y accesorios， y otros han sido 

proporcionados. Lista el equipo proporcionado. EI costo total del equipo， al 31 de 

Julio del 2001， fue de 70，751 US$ (aproximadamente 5.5 millones de Yenes 

Japoneses) 

(5) Costos Locales de Operacion 

Para operar las actividades de El Proyecto， incluyendo los costos de transporte， 

capacitaciones， contrataciones de consultores y salarios de asistentes; JICA ha 

proporcionado， hasta marzo del 2011， un total de 335，000 US$ (aproximadamente 26.1 

millones de Yenes Japoneses). 

2.2 Resultados 

Resultado 1 
Los funcionarios de ACTo・SINACson capaces de implementar acciones 

de educacion ambiental en REBACO 

lndicador 14EMexxaiiStsetteren iauplIe1as 1rnaEaeEnl Cuf巴alsniaadriie odes Edl pu2ac0raa 1c0i6l. a2 s4II16dulos deeducaC16n amMEntal， 
(PDM) ト2Existe un manual de educacion ambiental 

lndicador 1輔 1:Completado. La巴ducacionambienta ha sido impartida en 18 escuelas y 

colegios， comites de desarrollo comunales， y en grupos de pescadores en REBACO. La 

educacion ambiental d巴1proyecto se conforma d巴4modulos (sistema de manejo del 

refugio， conservacion de los humedales， practicas de produccion sostenibles， y 

tratamiento de desechos)， basado en el plan de educacion ambiental para el REBACO. 

Todos los materiales p紅 aestos cuatro modulos han sido preparados y utilizados durant巴

la implementacion de una serie de actividades de educaci加 ambiental.Se espera que 

los materiales sean actualizados p紅 acumplir con necesidades futuras 

lndicador 1-2: Se esp巴rasea completado antes de finalizar EI Proyecto. Para esos cuatro 

modulos mencionados anteriormente， un bo町adorde texto ha sido preparado. Las tareas 

pendientes para finalizar el manual son: edicion， diagramacion e impresion. 

10 

¥えて

付属資料2

71



免ダ/

Los funcionarios de ACToωSINAC tienen la capacidad de facilitar para 

R巴sultado2 que los product刀respuedan aprovechar los bienes y s巴rviciosde la 

biodiversidad en forma sostenible. 

lndicador 
24Al mEnos uI160%delos productores que pSaErStiIlcliHp1alenntoes n las 

(PDM) cAaCpaTcOitMSacINioAI16C $ESttin satlsfEchos de apoyottCHicoy que 
brinda. 

2-2 Se desarrolla un manuallas actividades productivas sostenibles. 

lndicador 2-1: Logrado. De acuerdo con la encuesta realizada a mediados de Julio del 

2011 por ACTo-SINAC， 84% de los productores entrevistados， contestaron que estan 

satisfechos con los r，巴sultadosde las capacitaciones y con el apoyo tecnico brindado por 

funcionarios de ACToδINAC despues de la capacitacion de practicas de produccion 

sostenibles (Fincas Integradas). 

Capacitacion Principal: 

Grupo A -Enero a marzo 2010，12 diasラ 17participantぉ， impartido por un consultor 

Group B -Mayo a Julio 2010， 12 dias， 11 participantes， impartido por funcionarios de 

ACTo 

Talleres de Capacitacion Suplementarios: 

Se realizaron capacitaciones de campo para 11 temas， que incluyen practicas para el 

desarrollo de un invernadero， arboles para reforestacion y otros， de setiembre a mayo 

2010. 

Tabla 1 Evaluacion de los Productores 

sobre los talleres de capacitacion suplementarios y sobre el apoyo tecnico en巴1sitio 

Categorias Numero de productores 4も

Satisfechos 21 84 

Parcialmente Satisfechos 2 8 

No Satisfechos 4 

(datos no proporcionados) 4 

Total 25 100 

Fuente: Encuesta realizada a mediados de Julio 2011， por ACTo-SINAC 

Los funcionarios del proyecto en REBACO h如 visitadofrecuentemente a 10s 

productores， p訂 abrindar apoyo tecnico en sus fincas. EI siguiente grafico muestra el 

numero de productores clasificados por el num巴rode veces que 10 ha visitado UI1 
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自mcionario.Como se demuestra， mas de la mitad de los productores (14) han recibido 5 

visitas 0 mas por parte de los funcionarios de ACTo-SINAC. 

Fig. 1 Frecuencia de visitas a productores 
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Fuente: Enc百倍tarealizada a mediados d巴Julio2011， por ACTo-SINAC 

lndicador 2-2: Se espera sea compl巴tadoantes de finalizar EI Proyecto. EI contenido 

principal se encuerr回 todavIaen preparacion. Este contenido principal incluira formas 

de acceder a las comunidades， el resumen del programa de gestion comunitaria， y 

descripciones de las tecnicas de produccion sostenibl巴(FincaIntegrada). 

SET1I句n0q・oSopIrNaarAtIeCC l 1psy aItSIltVoe0s m. haabdietm回te同sy olacs orimnsmtittou mkE105白ncion紅 iosde Resultado 3 ACTo-SINAC y los habitantes y las instituciones relacionadas p紅 ael 
man句

Indicador 3-l ExistEn manualEs de activid;dadeseas rcroolI1l)a1n 1natacs ciorle 
(PDM) 

3-2 Un 50% de actores locales desarrollan acciones de trab日uoconjunto 
para fortalecer el manejo participativo. 

lndicador 3-1: Se espera sea completado antes de finalizar El Proyecto. Se estan 

desarrollando tres tipos de manuales para廿ab吋ocolaborativo: Manual para establecer 

el consejo local， monitoreo participativo para el manejo de areas protegidas y monitoreo 

ambiental. El contenido principal de estos manuales se encuentra en preparacion. 

Indicador 3-2: Logrado. En el analisis de actores locales， realizado entre febrero y junio 

del 2010 y otras observaciones recientes， se determina que 63 organizaciones se han 

identificado como actores locales en La Aldea， de acuerdo con El Proyecto y el Plan de 
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Manejo del REBACO. Entre esas 63 organizaciones， E1 Proyecto reporta que 37 de ellas 

(59%) estan involucradas en trab司joscolaborativos， que incluyen varias actividades de 

educacion ambiental， tratamiento de desechos y recic1aje， patrull司econjunto， desarrollo 

del turismo y 0柱。s.

2.3 Objetito de El Proyωto 

porbojyeEtiCvto o del Mpaqrtjiocriapr acl1a 611caapctaicvia dad dEACTo-SINAC InnEaCnEesiao rida el pRarEa BAprCom0. over la 
de los habitantes en e1 

lndicador 
σDM) 

Indicador 1: Logrado. El Consejo Local de tierras aden仕.0del REBACO， fue 

establecido en Octubre del 2010. S巴 preparolu巴goun plan de accion para un terrnino 

del 2011 al 2012. Se han realizado 4 r巴unionesentre marzo y mayo d巴120日.Los 

principales asuntos mencionados en el plan de accion para el 2011 al 2012 inc1uyen 

educacion ambiental en escuelas y colegios en REBACO， desarrollo de turismo rural， y 

compartir inforrnacion sobre el sistema de titulacion y tenencia d巴 latierra en巴1Refugio 

de Vida Silvestre. 

Indicador 2: Logrado. De acuerdo con la encuesta realizada en Abri1 del 20日， entre 28 

productores que recibieron la capacitacion de tecnicas de produccion sostenible， 26 

productores han adoptado y utilizado por 10 menos una de las tecnicas de Finca 

Integrada. El Proyecto tambien reporta que se han adoptado en promedio 3.3 tipos de 

tecnicas por parte de los productores. 

lndicador 3: Logrado. Hasta el p問 sente，se han realizado 10 eventos con participacion 

de las comunidades， entre ellos: Dia Mundial de los Humedales， Celebracion del 

Aniversario del REBACO， taller para Monitoreo y Manejo Participativo del REBACO 

Se reporta que mas de 800 personas asistieron a estos eventos. 

2.40句etivoSup巴uor

0吋etivo
Superior 

Indicador 

Se reducen los impactos negativos sobre los ecosistemas en REBACO， 

causados por las actividades productivas y de vida de los habitantes. 

Al menos 50 fincas implementar如 tecnicasproductivas sostenibles para el 
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 Adicionalm巴ntea los 28 productores capacitados en La Aldea por El Proyecto， otro 

grupo de 15 productores en los alrededores de Linda Vista， esta recibiendo la 

capacitacion de t己cnicasde produccion sostenible (Fincas Integradas)， esta capacitacion 

inicio en Julio del 2011 con financiamiento del MAG. En La Aldea， en仕e28 

productores， la mayoria (26) continuan utilizando por 10 menos una de las tecnicas. Este 

porcentaje alto de aplicacion (93%) de las tecnicas， se asegura por una serie de 

capacitaciones y taller官ssuplementarios， y por medio de visitas frecuentes de 

seguimiento por parte del personal de ACTo-SINAC. Implementando mas grupos y 

con el seguimiento adecuado， el indicador para el objetivo sup巴norp釘'eceser 

alcanzable. 

El significado del otro indicador (Al menos 50 fincas implementaran tecnicas 

productivas sostenibles) necesit耳 serrevisado con respecto a los siguientes dos aspectos: 

(l) Territorio contemplado en el area piloto 

De acuerdo con los resultados d巴 laencuesta realizada por El Proyecto en marzo del 

2010， por 10 menos 247 productores fueron identificados en el紅側 piloto，en La Aldea 

y sus aIrededores， se muestran con puntos blancos en el siguiente grafico. Esta encuesta 

se dirigio a productor巴sque tienen fincas dedicadas a la agricultura y a la ganaderia， sin 

consideracion de la titulacion de la tierra. Como resultado de la encuesta， se noto que 

los productores capacitados por El Proyecto (puntos rojos) estab初 distribuidospor todo 

巴1sitio， por 10 que pueden compartir el concepto de Finca Integrada con sus vecinos. 
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Fig. 2 Productores en el Area Piloto 

Farmers in the Pilot Sites 
(Red dots: farmers who received the t四川ing)

(2) Escala de Produccion d巴1grupo meta a capacitar 

Los 247 productores no pueden ser el grupo meta a capacItar b司)0巴1concepto de Finca 

Int巴grada，debido a que no se ha elaborado un esquema para fincas de produccion a gran 

escala. La encuesta anterior tambien identifica el area utilizada por 212 productores. La 

informacion de los restantes 35 productores no esta disponible. Las areas de las cuales 

informa la encuesta varian desde 0.5 hectareas hasta 1000 hectareas por productor， con 

un valor central (mediana) de 71.5 hectareas 

El siguiente grafico muestra numeros de productor巴sclasificados por el area de sus 

tierras. Como muestran las barras azules， la mayoria de los productores habitan en un 

area de 100 hectareas 0 menos， hay 137 productores (65%) de 212巴neste rango. La 

misma tendencia se nota en las barras rojas， con respecto a los productores que 

recibieron la capacitacion. Bajo esta circunstancia， para expandir la capacitacion en La 

Aldea， ACToωSINAC deberia darles prioridad a esos 137 productores que tienen 100 0 

mas hectareas 
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Fig. 3 Area de la Tierra Utilizada por los Productores del Area Piloto 

Land Area Used by Farmers in Pilot Sites 
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2.5 Proceso de Implementacion 

La asignacion de 6 nuevos funcionarios en la etapa inicial， ha perrnitido un nu巴vo

enfoque de acceso a las comunidades del REBACO. Este enfoque es diferente a los 

metodos desarrollados anteriorrnente， los Cl悶lestenian un enfoque principalmente a 

la proteccion y control de las areas protegidas， y ha sido capaz de desarrollar la 

comunicacion con los productores. 

Antes de El Proyecto， habia muy poca relaci加 (ωsinula) entre las comunidades 

del REBACO Y el ACTo・Sひ~AC. Las acciones implementadas por ACTo-SINAC 

eran principalm巴ntede control y proteccion unicamente. 

la capacitacion de Fincas Integradas， se deterrnino como prioridad 

incrementar el numero de participantes， mas bien darle seguimiento 

participantes que terrninaron la capacitacion， para asegurar la implementacion de 

las tecnicas aprendidas. Esto ha resultado en la profundizacion de la comunicacion 

ACTo-SINAC Y los productores en las comunidades， y podria generar 

para el man母o participativo. La profundizacion de la 

comunicacion a llevado a desarrollar mayor confianza y a cambiar la mentalid泌 氏

no 

los a 

Para 

@ 

@ 

@ 

entre 

claves productores 

la gente. 

La direccion de ACTo-SINAC y los funcionarios involucrados han tomado la 

iniciativa de realizar en una forma proactiva todas las acciones del proyecto y 

@ 
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骨ccionescomplementarias. Adoptaron la capacitacion de Fincas Integradas， y 

llevaron a cabo Ia capacitacion巴nLinda Vista en Julio del 2011， organizaron el 

Comite del Refugio Nacional de Vida Silvestre y compartieron las experiencias de 

El Proyecto en REBACO con los administrador巴sde 11 areas protegidas y otros 

mas. 

Al finalizar El Proyecto， puede resultar dificil tener un puesto en La Aldea 0 sus 

alrededores. Definitivamente es necesario contar con ese puesto para fortalecer el 

seguimiento de las actividades que se vienen realizando pぽafacilitar a los habitantes 

otros servicios necesarios para la produccion de bi巴nesy s巴rvicios

3. Resultados de la Evaluacion 

3.1 Relevancia: Alta 

• De acuerdo al Plan de Desarrollo Nacional 2011-2014， de Costa Rica， uno d巴 los

principales retos de la administracion es que el desarrollo social y economico vayan 

de la mano con la proteccion del ambiente (un enfoque integral de sostenibilidad). 

Costa Rica aspira a alcanzar un crecimiento巴conomicohaciendo de este un tema 

mas inclusivo. El pais apunta a adoptar un modelo de desarrollo巴nel cual la 

proteccion ambiental， el uso inteligente de los recursos naturales， el desarrollo 

economico y la creacion de empleo， sean factores que se refuercen mutuamente 

• El Proyecto ha jugado un papel valioso en el marco del fortalecimiento de politicas 

d巴conservacion，hacia un balance entre el fenomeno biologico y las dimensiones 

sociales de los problemas ambientales， por medio del acercamiento basado en la 

comunidad y la participacion， al desarrollo y conservacion de los ecosistemas y el 

ambiente. 

• Es una obligacion formular y ejecutar el Plan de Man巴j0 para todas las areas 

protegidas， incluyendo los refugios de vida silvestre， de acuerdo con la Ley de 

Organica del Ambiente (1995) y la Ley de la Conservacion de la Biodiversidad 

(1998). Este proyecto fue disenado para ser conformado por algunos programas 

incluidos en el Plan de Manejo del REBACO， con enfasis en la seccion 7-6 

“Programa de Gestion Comunitaria" de este plan. Por medio de la contribucion 

durante la implementacion del Plan， El Proyecto印vorelevancia con las politicas 

nacionales. 

• Fu巴 laprimera vez en Costa Rica que se aplica la seccion 7-6 y otras secciones 

relevantes del Plan de Manejo en el manejo del REBACO， con la caracteristica de 

ser unおおgiode vida silvestre con una poblacion humana. Ya qu巴estasituacion no 
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tenia precedentes， ACT，かSINACnecesitaba soporte tecnico， especialmente en la 

implementacion de la Gestion Local. El Proyecto podia cumplir con 巴se

requerimiento. 

.. La seleccion del REBACO como area de El Proyecto tambien fue apropiada， ya que 

es el Refugio de Vida Silvestre mas grande del pais， con un ecosistema也凶co，

respaldado por la diversidad de la topografia， que incluye: bosques， lagunas， 

pantanos， rios grandes y pequenos， y humedales; y variadas escalas de produccion 

en las comunidades. Este conocimiento diversificado adquirido， puede permitir 

aplicar las experiencias a otras areas prot巴gidasdel SINAC. 

• La implementacion de las actividades planificadas fue la prioridad en El Proyecto. 

Ya que podria llevar a ACTo-SINAC a acumular experiencias practicas， este 

enfoque es altamente valorado. Sin embargo， parece haber dejado menos formas 

sistematicas de implementar actividad巴splanificadas. Por ejemplo， se debio realizar 

antes de impartir las capacitaciones a los productores， un estudio sobre los factores 

degradantes del medio ambiente. Una forma de facilitar el desa位。llode formas 

sistematizadas de implementacion d巴 actividades，puede ser por medio de la 

realizacion de un diagnostico local， para caracterizar factores sociales y ambientales 

(poblacion， nUInero de productores， escala de la produccion， etc.)， los efectos de la 

contaminacion ambiental causada por la produccion agropecuaria， propietarios qu巴

no residen en sus fincas. 

3.2 Efectividad: Alta 

• El objetivo del proyecto se ha logrado. El logro del 0切etivodel proyecto se mide 

no solo basado en los indicadores， si no tambien desde otros aspectos. La principal 

razon para validar el logro es el hecho d巴 queACTo-SINAC pudo acumular 

experiencias practicas en el c倒npode la Gestion Local. Por ejemplo impぽtiendo

talleres suplementarios repetidas vec巴s，y visitando a los productores participantes， 

para facilitar una mejor comunicacion， que permita fortalecer la continua confianza 

entr官losfuncionarios de ACTo-SINAC y los actores locales involucrados. 

• La educacion ambiental (Resultado 1)， al igual que la capacitacion de Fincas 

Integradas (Resultado 2)， podrian contribuir tambien al logro del objetivo del 

proyecto. Algunos Funcionarios notaron que el monitoreo ambiental (Resultado 3) 

tambien contribuyo. 

• Podria realizarse una evaluacion acerca de que tan efectivo es el uso de enfoques 

participativos， que incluyan el monitoreo para el manejo de la prot巴cciony el 
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monitor巴oambiental， como una herramienta para report紅 informacionqu巴podria

permitir mejoras en el manejo integral deJ REBACO. En otras palabras， podria 

mejorar la capacidad institucional de ACTo-SINAC. 

• Este Proyecto fue efectivo como un apoyo a la implementacion completa del Plan 

deM組付o.Esto hace constar que EI Proyecto ha cumplido∞n su pap巴1.Mientras 

tanto el Plan de Man吋ose encuentra todavia en su etapa inicial de implementacion. 

Existen muchos retos pぽ aejecut紅 elPlan de Manejo， entre ellos: expansion de las 

areas de patrull句e，altemativas para resolver temas d巴tenenciade la ti巴rradentro 

del area protegida y posible contaminacion quimica por parte de plantaciones a gran 

escala de arroz， pina y banano， que han estado operando en el REBACO por 

muchos anos. 

3.3 EficiencIa: Alta 

• Un buen volumen de insumos ha sido aportado por ACTo・S別 AC，durante la 

implementacion de EI Proyecto. Los insumos incJuyen la asignacion adicional de 6 

funcionarios de tiempo completo para el proyecto， provision d巴 losvehiculos 

necesarios， combustible， una estacion en la costa， especificamente en Barra del 

Colorado y otros. Estos insumos facilitaron la realizacion de varios talleres 

suplementarios y visitas a los productores participantes; por 10 tanto han aumentado 

el desempeno de El Proyecto. 

• Par巴ceser que la capacitacion de Fincas Integradas ha contribuido en gran parte a 

promover la Gestion Local. Para impartir la capacitacion， El Proyecto pudo utilizar 

los activos tecnicos necesarios existentes. Esto tambien incremento de gran manera 

la eficiencia de EI Proyecto. 

49 La falta de un estudio social， con el numero d巴 productoresy la escala de su 

produccion en el area piloto (巴1cual debio de haber sido realizado antes de impartir 

las capaci匂cionesa los productores)， p吋 ohaber causado un proceso de prueba y 

error， en estas capacJtaclOnes. 

3.4 Impactos: Se espera sea alto 

• Se espera que el objetivo superior sea logrado con respecto a los indicadores. Sin 

embargo el aJcance d巴losfactores degradantes mencionados en el objetivo superior 

podria expandirse， eso quiere decir que entre los factores a considerar巴nel 

desarrollo de actividades， deberia incJuirse no solo:“actividades de sustento y 
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produccion de los habitantes"， si no tambien:“operacion de producciones de gran 

巴scalay propietarios de fincas que no viven en ellas"， actualmente es desconocido 

donde hayan mayores riesgos de degradacion del ambiente. AI referirse respecto a 

los riesgos potenciales， la parte del PI叩 deManejo que toma acciones necesarias en 

la etapa postlproyecto， puede ser clarificado a futuro 

• EI “巴fectodomino" de EI Proyecto， que ya se ha ido generando， con casos como: 

la extension de la capacItacion a Linda Vista， el cambio de mentalidad de los 

白nciom汀iosde ACTo-SINAC y los habitantes de las comunidades piloto， el ahorro 

generado para las familias al producir vegetales para consumo propio (actividad 

introducida por el programa de Fincas Integradas)， el apoyo para la creacion del 

Consejo Local en otras areas protegidas， la organizacion del“Comite de Refugios 

Nacionales de Vida Silvestre"， y la difusion de la informacion entre administradores 

de areas protegidas de las 11品.reasde conse.rvacion. 

3.5 Sostenibilidad: Moderado 

CT La formulacion y ejecucion del Plan de Manejo del REBACO es obligatorio en el 

marco legal y politicas nacionales. Por 10 tanto todas las actividades b勾oel Plan 

de Manejo continuaran y produciran beneficios， inclusive luego de que EI Proyecto 

haya terminado. 

• Los presupuestos para todas las instituciones del Gobiemo de la Republica de Costa 

Rica， se han reducido en un 20%， a partir del ano fiscal 2011， como una medida de 

gobiemo en respuesta a los efectos de la crisis financiera mundial. ACTo-SINAC 

logro b司j紅 esareduccion a un 17%. A加 asiesto puede afectar seriamente la 

disponibilidad de combustible para patrull司jey para realizar las visitas a las 

comunidad巴s.A raiz de esta situacion， ACTo-SINAC ha realizado esfuerzos 

extraordinarios para obtener financiamiento por otros medios y poder continuar con 

las funciones operativas. 

• Tecnologias para la educacion y el monitoreo ambiental， Fincas Integradas， y otras 

actividades de EI Proyecto se han arraigado en el funcionarios de ACT，かSINAC.

Pero con respecto a la capacitacion de tecnicas de GIS y analisis de riesgos 

ambientales， requieren mas capacitacion. 

• Se podria generar una percepcion de i吋usticiaentre los habitantes del REBACO， al 

menos de que los riesgos ambientales， que incluyen la contaminacion por p訂tede 

grandes productoras， sean controlados y monItoreados. Si esta percepcion se 

produce， podria implicar dificultades para el man司ode la comunidad. 
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4. Conclusion 

El Proyecto ha contribuido exitosamente a desarrollar la capacidad del personal de 

ACTo-SINAC， por medio de la implementacion de educacion ambiental， capacitacion a 

los productores so bre tecnicas de produccion sostenible， y una variedad de trabaj os 

colaborativos entre los habitantes e instituciones relevantes. Aunque surgieron v紅 laS

preocupaciones， tal巴scomo el finalizar a tiempo los manuales， la realizacion de 

monitoreo participativo y la sostenibilidad financiera; el personal de ACTo-SINAC 

c1aramente ha obtenido suficientes habi1idades para liderar el man司oparticipativo en巴I

REBACO. En particular， el Proyecto parece haber hecho una considerable contribucion 

en la mejora de las relaciones y la creacion de confianza entre el personal de 

ACTo-SINAC y los habitantes del REBACO. El equipo conc1uye que el resultado de El 

Proyecto tiene un alto potencial de servir como un modelo de manejo participativo en 

las areas protegidas de Costa Rica， y para contribuir a resolver asuntos similares en 

relacion con el involucramiento de los habitantes en otras areas prot巴gidasdonde 

resid巴npersonas. 

5. Recomendaciones y lecciones aprendidas 

5.1 Recomendaciones 

5.1.1 Antes de finalizar EI Proyecto 

(1) Ajust紅 cronogramaspara la finalizacion de los manuales 

Debido a que los manuales para las capacitaciones de Fincas Integradas， el Consejo 

Local y el M如 ejoParticipativo de las Areas Protegidas; no han sido completados， se 

recomienda que el proyecto司justelos cronogramas para la fina1izacion de los manuales， 

y logr.訂 queestos se completen antes de la finalizacion de El Proyecto. La validacion， 

publicacion y entrega al personal clave del proyecto se hara en un plazo aproximado de 

3 a 4 meses posteriores a la finalizacion de EI Proyecto 

(2) Promover la utilizacion efectiva de los manuales 

Para sacar e1 mayor provecho de los manuales， el equipo recomienda que e1 Equipo 

Coordinador de El Proyecto， discuta fonnas para promover el uso efectivo de los 

manuales. Por ejemplo， utilizar los manuales en universidades donde se fonnan 

profesionales en areas relacionadas， 0 uti1iz紅 losmanual邸 comomaterial de 

capacitacion para巴1personal de ACTo-SINAC司uese relaciona con el manejo de areas 
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protegidas. Estas pueden ser consideradas como formas de uso efi巴ctivode los 

manuales. 

(3) Extraer lecciones para el creacion de relaciones de confianza 

EI Proyecto ha faci!itado una buena comunicacion， que ha permitido fortalecer la 

confianza entre巴Ipersonal de ACTo-SINAC y los actores locales involucrados en la 

conservacion y uso sost巴niblede los recursos del REBACO. EI equipo recomienda a EI 

Proyecto y a ACTo-SINAC， iniciar la sistematizacion d巴 lasexperiencias exitosas， p師

m吋orarla confianza y que sean incorporadas en el Manual de Manejo Participativo de 

las人民asProtegidas， para ser aprovechadas por el personal involucrado en el manejo de 

Areas Protegidas. 

(4) UtiIizacion efectiva del monitoreo ambiental participativo 

EI Equipo recomienda que EI Proyecto valore de que manera pu巴deutilizar 

efectivament巴elsistema de monitor巴ocomo un herramienta para reportar informacion 

que le permita a laACTo-SINAC mejorar la gestion integral del REBACO. 

(5) Organizar Seminarios 

Se recomienda organizar seminarios p訂 acompart註 lasexperiencias y las lecciones 

aprendidas entre el personal del ACTo-SINAC， miembros d巴 CORACTO，Consejos 

Locales y a nivel Regional. Se deberian incIuir en el seminario visitas de c出npoa fincas 

modelo. 

5.1.2 Luego de la fina!izacion de EI Proyecto 

(1) Conducir seguimiento tec凶coypromov邑rla extension de Fincas Integradas 

Es importante continuar el seguimiento tecnico con los productores que ya han 

adoptado tecnicas de Fincas Integradas， para asegurar la sostenibiIidad， asi como 

identificar una estrategia diferenciada que contribuya a fortalecer la p紅 ticipacionen 

este proceso de otros propietarios de fincas que no habitan en el REBACO. Ademas， 

ACTo-SINAC deberia continuar sus esfuerzos para promover aun mas la extension de 

este programa en otras areas del REBACO. La cooperacion con instituciones como el 

MAG tambien deberia continuar. 

(2) Designar Fincas Modelos y organizar visitas de estudio 

Asignar algunas fincas del programa de Fincas Integradas， como fincas modelo (aulas 
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verdes)， que puedan servir como sitios de muestra， para capacitar productores exitosos y 

confiables como instructores， y organizar visitas de es旬 diopara productores de otras 

areas， estudiantes universitarios e investigadores， esta seria una forma eficiente de 

promover aun mas la extension del programa de Fincas Integradas 

(3) Asignar personal para fortalecer el proceso de gestion local 

Para asegurar la sostenibilidad de los resultados del proyecto， la estructura de 

implementacion， especificamente el recurso humano de ACTo-SINAC， deberia 

mantenerse aun despues de haber concluido El Proyecto. En particular， el personal que 

esta a cargo de Gestion Local. Ademas， se recomienda que SINAC asigne personal que 

se encargue del proceso de gestion local， designar sus labores dentro y fuera de las areas 

protegidas del Sistema para 10 cual se debera implementar capacitaciones utilizando los 

manuales， y organizando visitas a las fincas modelos， para lograr fortalecer la estructura 

de implementacion del proceso de gestion local a nivel nacional， y sobre todas donde 

hayan habitantes. 

(4) Identificar oportunidades externas de financiamiento 

El equipo recomienda que AC1<かSINACidentifique oportunidades externas de 

financiamiento donde ACTO-SINAC， el Consejo Local 0 los productores puedan 

aplicar a fondos adicionales necesarios para implementar actividades de manejo en el 

REBACO. Ademas se r巴comiendaque ACTo-SINAC comparta informacion sobre 

opoぬmidad巴sde financiamiento con actores locales (productores). 

(5) Involucrar a maestros en actividades de educacion ambiental 

s巴recomiendaque ACTo-SINAC， en la medida de sus posibilidades， promu巴，vaen 

coordinacion con el MEP organizar programas de capacitacion relacionados con 

educacion ambiental para maestros， con el proposito de incrementar el numero de 

personal que pueda impartir actividades de educacion ambiental en el REBACO， para 

que asi， todos sus habitantes pueden tener igualdad de oportunidad en recibir esta tipo 

de educacion. 

(6) Di向ndirel conocimiento a instituciones y autoridades relevantes 

El equipo recomienda que ACTo-SINAC organice seminarios p訂ael personal de 

SINAC en otras areas de conservacion， ONGs， universidades， instituciones de 

investigacion y otras instituciones relevantes， de manera que se compartan las lecciones 

apr巴ndidasen El Proyecto y para intercambiar ideas. Evidentemente， los manuales 
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desarrollados巴nEJ Proyecto deberia ser entregados y utiJizados en eJ seminario， y 

visitas a fincas modeJo tambien deberian ser p訂tede Jos seminarios， JICA esta Jista para 

brindar soporte a estos seminarios 

(7) AnaJizar Ja posibiJidad de buscar soJuciones a Ja tenencia de Ja tierra 

Se recomienda sugerir aI Gobiemo de Costa Rica buscar forrnas para soJucionar Ja 

tenencia de Ja tierra， especificamente dentro de areas siJvestres protegidas， con enfasis 

en refugios de vida siJvestre. 

(8) AnaJizar Ja viabiJidad de otorgar perrnisos para fines domesticos 

Se recomienda a Ja Secretaria Ejecutiva del SINAC， analizar Ja viabilidad de otorgar 

permisos de corta 0 aprovechamiento de arboles con fines domesticos，巴nfincas de uso 

agropecuario que se encuentren en Ja zona de uso sostenibJe deJ Plan de Manejo deJ 

Refugio， previo una certificacion de Ja Administracion deJ refugio，巴nel marco del 

RegJamento de Ley de Vida Silvestre sobre el articulos 151 y 152 sobre actividades 

perrnitidas dentro de Jos refugios 

(9) Investigar forrnas de mejorar eJ manejo sostenible de Jos recursos naturaJes 

EJ Equipo recomienda promover Ja investigacion academica para deterrninar Ja 

viabiJidad de estabJecer un sistema de pago de罰則ciosambientaJes 0 servicios 

ecosistemicos dirigido a las Fincas Integradas con eJ fin de fortaJecer Ja conservacion de 

Jos recursos naturales. Como tambien， investigar sobre巴1desarrollo de mecanismos de 

certificacion de productos sostenibJes d巴 agricuJturay ganaderia， que tambien 

fortaJezcan la conservacion y uso sostenible de Jos recursos en eJ REBACO y otras 

areas protegidas. Con respωto aJ pago por conservacion reJacionado con actividades 

sostenibles， Jos casos impJementados por CATIE en CoJombia y Nicaragua pueden ser 

utiJizados como referencia 

(10) Realizar investigacion academica sobre Jas tecnicas de Fincas Integradas 

EJ Equipo recomienda que ACTo-SINAC en coJaboracion con Centros de Educacion 

Superior e instituciones dedicadas a Ja investigacion， conduzca un investigacion 

academica sobre las tecnicas de Fincas Integradas que EJ Proyecto ha introducido， para 

confirrn邑rla efectividad de estas tecnicas. En particuJar， eJ impacto de cada tecnica en la 

conservacion de la biodiversidad y Ja mejora de Ja calidad de vida， deben ser analizadas. 

Ademas， eJ tipo de tecnicas introducidas bajo el programa de Fincas Integradas que 

pueden ser apJicadas a producciones de gran escaJa， deben ser estudiadas. 
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(11) Crear concientizacion sobre la importancia de los humedales 

Debido a que parte del REBACO forma pa巾 deun sitio RAMSAR denominado 

Humedal Caribe Nor巴ste，ACTo -SINAC debe fortalecer la concientizacion sobre la 

importancia de los humedales entre los actores relevantes. Ademas， se recomienda 

intercambiar informacion con otros sitios Ramsar en Costa Rica y presentar las 

exp巴rienciasde las lecciones aprendidas durante El Proyecto en la COPll de Ramsar， 

que se llevara a acabo en Rumania en el 2012. 

(12) Perspectiva intergeneracional y de genero 

El Equipo recomienda que en el proceso d巴 gestionlocal que seguira ejecut姐 doel 

ACTO-SINAC en el REBACO， debe incorporar y desarrollar巴1enfoque de genero y la 

perspectiva intergeneracional， en los procesos socio-productivos. De igual forma deben 

incorporarse en el manual de manejo participativo que esta formulando El Proyecto. 

(13) Mejoras de coordinacion 

El Equipo recomienda m吋orarla coordinacion entre el ACTo司 SINACy ACCVC (Area 

de Conservacion Cordillera Volcanica C巴nむal)esp巴cificamentela oficina de Sarapiqui 

que atiende la comunidad de la Aldea y otras， para no alterar la accion de 

ACTo-SlNAC. 

5.2 Lecciones aprendidas 

(1) Importancia de realizar analisis geogr胡 co，ecologico y social 

Cuando se implementa un proyecto para el man吋ode areas protegidas， es esencial 

realizar una analisis cientifico sobre los asuntos que ocurren en el釘eameta antes de 

comenzぽ lasactividades del proyecto. En particular， informacion geografica 

relacionada con importancia ecologica e impactos causados por el ser humano， es 

necesaria para decidir donde implementar las actividades del proyecto. Analisis sobre 

las causas de degradacion ambiental tambien es importante para seleccionar las tecnicas 

que se van a implementar en el proyecto. Una estrategia de proyecto con respecto al 

enfoque p訂 ael manejo de las areas protegidas deberia ser desarrollada despues de 

realizar el antes mencionado analisis. 

(2) Necesidad de comprender el estatus de la tenencia de la tierra 

La tenencia de la tierra es un de los factores mas important巴sa considerar， cuando se 
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implementa un manejo participativo de los recursos naturales， ya que es dificil que los 

habitantes se mantengan motivados a manejar de forma adecuada los recursos naturales 

en su tierra， si no tienen acceso a ellos. Para poder introducir metodos apropiados de 

man吋ode recursos naturales， el estatus de las tierras de los habitantes debe ser 

confirmado antes de inici訂 lasactividades. 

(3) Coop巴，racioncon otras instituciones para la extension tecnica 

Cuando la extension de las tecnicas es una de las actividades del proyecto， y cuando la 

organizacion contraparte no tiene oficiales de extension， ni suficientes rec町 sos，resulta 

efectivo cooperar∞n otras instituciones r官levantescomo el MAG， ONGs y otros. 

(4) Intercambiar conocimientos de productor a productor 

Intercambiar conocimiento de productor a productor es una manera efectiva de 

promover la extension de las tecnicas. Visitando y observando fincas modelo bajo el 

concepto de Fincas Integradas， deberia ayudar a muchos productores a entender como 

las Fincas Integradas pueden mejor su calidad de vida y los motive a aplicar estas 

tecnicas. 

(5) Diferentes tiempos requeridos para d出 rent白紙cn悶 S

Es importante considerar las caracteristicas de cada tecnica antes de introducirlas a las 

actividades del proyecto. Las tecnicas de Fincas Integradas， tales como producir 

fertilizantes y vegetales org釦lCOS，お.eronadoptadas exitosamente por nurnerosos 

productores en un periodo corto de tiempo， mientras司uela creacion del bio-digestor y 

las cercas electricas fueron implementadas por menos productor，巴s.Aunque ambos tipos 

de tecnicas son provechosas para los productores， se puede asurnir que las tecnicas que 

son faciles de adoptar con el minimo de insumos y habilidades， seran introducidas por 

mas productores en menos tiempo， mien位asque las tecnicas que requieren ciertos 

insumos y habilidades podrian tardar mas tiempo antes de que los productores las 

pongan en practica. Esta diferencia de tiempos de implementacion y caracteristicas 

deberian ser consideradas. 

(6) Import飢 ciade un fuerte compromiso para el desarrollo d巴laconfianza 

El Proyecto ha elegido hacer un compromiso fuerte con la asistencia continua a un 

grupo de beneficiarios， en lugar de invertir el tiempo en incrementar el nUIllero de 

beneficiarios， esto ha creado una notable contribucion al desaπ0110 de la confianza entre 

ACTo-SINAC Y los productores. El desarrollo de la confianza requiere tiempo y 
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esfuerzo， por 10 tanto， es esencia1 mantener un fue此:ecompromiso para increm巴ntar

oportunidades de comunicacion， escuchar cuidadosamente 1as necesidades y brindar 

cons吋ossobre formas de mejorar su ca1idad de vida 

(7) Utilizar 1a informacion de 10s productores para e1 manej 0 de 1as areas protegidas 

E1 monitoreo ambienta1 por pぽtede 108 productores， parece ser difici1 a1 no 

proporcionar suficientes incentivos pぽ aque 10s productores participen， y que reco1ecten 

suficiente informacion que pueda ser usada para e1 manejo de 1as areas protegidas. Sin 

embargo， se identifico que 1a informacion reco1ectada por 10s productores tiene e1 

potencia1 de tener un pape1 importante en ayudar a ACTo-SINAC a decidir e1 p1an de 

accion， siempre y cuando sean de rea1izar estas actividades de monitoreo， como reportar 

10s avistamientos de especies exoticas， especies en pe1igro d巴extensiony de reportar 

casos de ta1a y caceria i1ega1 

(8) Forta1ecer 1a apropiacion 

Brindar suficientes oportunidades para qu巴elp巴rsona1contraparte tome decisiones con 

respecto a 1as actividades d巴1proyecto， puede ayudar a forta1ecer 1a apropiacion. Si 

expertos extranjeros toman decisiones sin dar suficientes oportunidades a 1as 

contrapartes de1 pais receptor， sin discutir1as 10 suficiente entre el10s mismos， e1 

persona1 contraparte puede continuar dependiendo de 10s expertos extra吋eros，y perder 

1a apropiacion de 1as actividades de1 proyecto. Es significativo ceder 1a iniciativa de1 

proyecto a1 persona1 con凶 partepara promover 1a capacidad de d巴sarrひ110y asegurar 1a 

sostenibi1idad 
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政府機関との面談記録（和文要約版） 
 

日時・場所 2011年 8月 1日、JICA事務所 
聴取相手 Mr. Luis Rojas Bolaños, Director of ACTo 

 
プロジェクトの果たした役割 
資源活用・自然管理に見る人々の姿勢の変化、保全区管理に新しい範疇のアプローチを

導入（コミュニティ参加を引き出すなど）、これはコスタリカにとって全く新しい方法

で、ACTo-SINACのみならず政府関係機関などにも及ぶ影響を与えた。このレベルの参
加型管理を SINACの他の管区組織にどのように伝えるかが課題。 
 
統合農法 
小規模農場から大規模農場までカバーする戦略が必要。また、他に環境教育、研修、参

加型モニタリングなどが全体プロセスの流れを助長するのでは。関与する人 （々農業経

営規模の大小を含め）の現状を知ること、どのような機関が関係しているか知ること、

こういったところから目標の設定に着手できる。 
 
プロジェクトのリスク 
自然環境のリスク（生態系の脆弱性、洪水、ハリケーン）がある。例えばこの夏は長期

にわたり降雨なし。干ばつも洪水も悪影響を与える。政治的なリスクとして、ここ数年

続いているニカラグアとの国境紛争がある。本サイトはこの紛争に直接影響される。他

に社会経済的リスクとして、環境との親和性に欠ける生産活動がある。持続可能な生産

活動モデルを求める必要あり。 
 

プロジェクトの財務的持続可能性 
一般管理費、運営経費、職員給与は国の予算や、国立公園基金等の国庫金により国が負

担。開発予算（現場事務所の建設など）には他の機関の関与が必要。経常予算の 20％
削減もあり、NGOやドナーによる支援プロジェクトが必要な現状。 
 
保全区内の土地登記 
不法居住者が一部に存在。登記を進めようとしているが融資などの便宜へのアクセスを

持っていない。この分野での行政努力は今後進むと思う。Aldeaや Linda Vistaでは、こ
のプロセスは進むと思うが、島部のような法律で土地の個人所有が認められていないと

ころでは、困難。登記は不可能で、使用許可の発給だけ。この状況は承知しており、可

能な選択肢が探られている。企業などによる観光開発のための許可プロセスは明確に決

まっているが、農家の場合は複雑で、必ずしもこのプロセスは明確とは言えない。中に

付属資料3

103



2 
 

は 20年から 25年も居住している者もいる。問題は、これまで政府と彼らの間が没交渉
であったこと。今や人々の姿勢（考え方）が変わってきている。何とか手を打たなけれ

ばならない。最初のステップは、生産に使って良い土地をどう決めるかである。SINAC
は土地登記に関与しているが、この件に決定権や責任を持つのは他の政府機関。国家遺

産たるべき国有地保護区をどう決めるかは全国的な課題。島部の登記問題も国会で議論

されている。 
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日時・場所 2011年 8月 4日、ACTo-SINAC 
聴取相手 Mr. Erick Herrera, Administrator of REBACO, ACTo 

 
プロジェクト以前 
2007 年以前は、当保全区は国立公園の一部として、国立公園と同じような管理をして
いた。2007 年に当該保護区の管理部署が独立後も活動は管理・保護だけ。2008 年にス
ペインの援助を得て管理計画案の作成に着手。当初はコンサルタント任せで、途中から

ACTo-SINAC自身で計画案の作成に従事。 
 
管理計画の弱点は？ 
該当する法規の説明不足、資源の利用に関する記述、地図の詳細化や保全区面積の確認

など必要。 
 
管理計画の適用 
マニュアル類は作成済み。もっと印刷して他の保護区やコミュニティに配付したい。マ

ニュアルの一般化も図っている。乾燥地域・山岳・湿地あるいは異なった種類の生産活

動にも適用できるように。 
 
財務状況 
事業活動の拡充（廃棄物処理管理とモニタリング対象コミュニティの追加並びに環境価

値の測定）を計画中。UNDPに支援を要請中（農家への出荷支援など）。またEARTH, MAG, 
PROMES からの予算貢献も検討。いずれにしてもこれらは尐額。そのため本プロジェ
クトの支援に期待。優良な展示農家を 5戸選定し、強化支援を通じて、協同組合結成を
目指し、市場出荷を可能にするなど。ここには農家対農家普及“aulas verdes” (green 
classrooms)の活動支援も含まれる。 
 
Linda Vistaでの活動情況 
研修モジュールは 6種類で 2週間前に開始したばかり。モジュール一つ完了するのに 3
か月を見込む。ここまで準備しMAGを関与させるのに 10か月を要した。 
 
他の地区への拡大の見込み 
MINAETには余裕がないので MAGとの連携を図っている。MAGの役割は予算負担と
全体の管理。この連携で重要なのは、環境モニタリング、地方評議会、イベント、参加

型管理。このプロセスに障害が生じるとは考えない。唯一問題が生じるとすれば、コミ

ュニティの姿勢が弱体化すること。 
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土地問題解決のために 
住宅や土地関連の行政機関が IMASまたは類似機関と協力して（あるいは国際ドナーの
支援により）登記に必要な測量、弁護士、検査関連のコストを負担できればそれが理想

的。問題処理に先立ち、農家からの約束取り付けや「5年以内の」登記が前提となるこ
とを説明する必要あり。不在地主については、地主を特定し、案内を出して、モデル農

場を見せる。すなわちもっとコミュニケーションが必要。 
 

その他 
JICA プロジェクトの経験を通じて、本保全区では大きな変化が生じた。他のプロジェ
クトでは、できあがったものの枠内に全てがある。本プロジェクトでは、与えられるも

のを待つだけではなく、自身の努力が要求された。交渉し解決しなければならなかった

（他の行政機関との連携など）。いろいろな業務があり、締め切りに間に合わせ、失敗

を修正した。コスタリカは締め切りに合せることが得意な国ではない。 
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日時・場所 2011年 8月 4日、ACTo-SINAC 
聴取相手 Ms. Maria Elena Herrera, Manager of Wild Protected Area, ACTo 

 
ACTo-SINACの職員数 

国立公園 23人、野生動物保護区 10人、事務詰め職員 4人、合計 37人。事務詰め職員とは、

生物学者、事務所管理者、海洋生物学者、運転手。 

 

本プロジェクトが貢献したところ 

たくさんある。最も重要と考えるのは以下の 2点。 

 

1. これまで国立公園の経験しかなかった。すなわち取締りを主体とした管理の経験だ

け。本プロジェクトは住民や他の関係者と協働する新しい枠組みをもたらした。こ

れは重要な経験であった。単なる取締りや保護を越えて、どのように人々と協働す

べきか。結果は素晴らしいものであったと思う。 

2. 法制度や技術面において他の 75保護区（民間管理区を含む）も同様な状況にある。

以上の経験を共有する価値がある。そのための会合を持っている。会合で取り上げ

る課題は、法制度の改定とその影響、コミュニティのニーズを知るための管理者研

修、基盤施設、土地問題（国家遺産境界の確定、改定すべき法規など） 

 

経験の共有化を深めるには 

他の活動や会議もあり、本会合に優先が置かれているわけではない。ニーズを特定し、

その対応のためのワークショップなどの研修計画が立てち、尐なくとも年一回は会合を

持つことにしている。各種の関連計画（保全区管理、教育、観光）の間に調整が必要と

思う。この会合ができるのは提言だけだが、そのような調整を一個の計画として実施す

ることが必要。 

 

プロジェクトの活動詳細はよく承知している。関係スタッフと月例会議を持ち、資料デ

ータを把握している。ただなお開発途上の作業があり、共有の難しいものもある。統合

農法は整理されたプログラムで良く知っている。環境モニタリングのように、整理を進

め、全員が共に活動できるようにしなければならないものもある。 

 

プロジェクト活動で最も重要なものは？ 

1. コミュニティ管理（統合農法）、MAGのような他の機関との連携（予算調達） 

2. 環境モニタリング（人々の関与が個人レベルになる）、環境教育 
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環境モニタリングに付随する障害 

始まったばかりなので、特に障害といったようなものはないが、整理していくための時

間が必要。情報やマテリアルの供与を継続することが求められる。ただ今は JICAが予

算を出している。SINAC には予算がないので。将来これが限界を与えるかも。ただ、

とにかくまだ早い。数年の経験蓄積が必要。 

 

参加型評価の成果 

もっと活発であって良いし、他の行政機関など含んでも良い。活動に係る年報の提供可

能。管理評価のキーになると考えられた。2009年から 2011年まで毎年実施。今や比較

可能な状態。改良点として、地方評議会と管理計画へのフィードバックがある。上部管

理層に状況を示すツールとなっている。 

 

大規模農場の汚染対策 

本プロジェクト以前から稲作はなされていたが、新規のものは法規に反するものだが、

保護区は広大でスタッフは尐ないので、管理不足となる。Soniaを通じて管理活動に着

手。農場や SETENAの人に会っている。汚染が特定されれば彼らは報告する必要があ

る。進展はあるが戦略は構築されていない。全国的な問題と言える。経営規模が大きい

のでプロジェクトの対象とはなっていないが、努力はなされるべき。 

 

不在地主 

保護区だけではなく一般に見られる状況。さほど複雑な問題ではないと思う。コミュニ

ティへのアクセスやコミュニケーションは改善されている。出荷促進に向けてもっと働

き、情報伝達を改善することで、彼らの参加も促進できる。 

 

登記されていない農家内での自然資源の利用について 

樹種と伐採の環境影響に係る研究が必要。個人で利用するなら、そのような問題に帰着

しない。新法には家庭レベルの資源利用を含めることができるかも。個人的に提言を出

すこともできると考える。参考：“Decreto de reforma al reglamento de la ley de vida 

silvestre 151 y 152, relacionado a actividades dentro del refugio” 

 

統合農法のような活動の財源 

資金調達にはいろいろな財源が見込める。国際機関、民間、政府など。利用可能な財源

に対してプロポーザルを作成し、組織的に取りまとめなければならない。FONAFIFO

は植樹に対してだけ交付金を出すが、ニカラグアやコロンビアで見受けた例では、多様

な指標を用いている。野鳥の観察件数ですら指標となる。 
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日時・場所 2011年 8月 4日、SINAC本部 
聴取相手 Ms. Guiselle Mendez, Executive Director of SINAC 

 

1. 居住者の土地登記。難しい課題である。他の保護区で、居住権を認め資源利用を受け入

れるよう政府に働きかけている例がある。本プロジェクトからの情報がその承認を目指

す検討への一助となっている。 

2. 非登記土地での許可の円滑性について、本プロジェクト等から多くの要請がなされてい

ることは承知している。本件に係る提言が続行すれば円滑化の一助となる。 

3. 統合農法を FONAFIFO 交付金の対象とすることについて。基金には多くの要請がある

一方で、十分な財源がない。それで交付の対象を植林に限定している。Guevara副大臣

から統合農法を含むことについて既に要請が出されている。気候温暖化に係る新プロジ

ェクトについては FONAFIFO は財源を増やせるかもしれない（直ちにではないが）。

SINAC は勧告に優先度を付することはできる。 

4. 予算の手当て。わずかな差であっても予算を確保すること（注：国家予算 20％一律削

減を SINACでは 17％に留めた経緯を指す）は違いを生じることになる。予算が無けれ

ば何ができないと言った論議が、今や、保全区を閉鎖し何も生産しないと言ったような

論議になりつつある。関係各省庁と連携しリソースを共有すべきである。 

職員の増員は困難。国境紛争のために、支援を得る見込みはある。全国からの注目が集

まっており、これは保護区保全への関心増加へとつながる。 

5. 本プロジェクトは 10月に終了。（注：形を変えて継続する案について）中米諸国では、

既に連携の素地ができている。他国も歓迎するであろう。要請文書の準備は締め切りに

間に合わせる。保全区に係る”Congreso Mesoamericano 2013”も一助となろう。 
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日時・場所 2011年 8月 8日、SINAC本部 
聴取相手 Ms. Jenny Ash, Manager of Wild Protected Area, SINAC 

 
野生生物保護区の管理計画(1) 
9か所のカテゴリー合計で、野生生物保護区は 2010年現在 169か所（2011年は 170か
所になっている）あり、その内 88か所で管理計画が作成済みあるいは準備中。REBACO
管理計画は CONACの承認取得により正式なものとなった。まだ官報掲載がされていな
い状態は、管理計画が第 3者に関わることなので、公表されないまま施行を続けると何
かで問題が生じかねないことを意味する。SINAC はゾーニングだけ公表されれば良い
と考えていたが、要約＋ゾーニングを掲載することで結論（大統領府）。2 カ月以内に
掲載。ただ今は順番待ち。 
 
野生生物保護区の管理計画(2) 
管理計画の内容は全国一律ではない。統一フォーマットはなし。計画作成のガイドライ

ン（2004 年）はある。これを参考に各管区が作成している。内容は、管理の一般的な
項目、ゾーニングの事例など。ガイドラインの見直し作業が進行中。海洋保護区に対す

るガイドラインの事項を追加する。保護区設定に際しては、生物目録作成や社会経済調

査（区内＋周辺部）を行うことになっている。これは環境組織法 36 条が求めていると
ころ。 
 
REBACO設置と土地問題 
REBACOは 1985年に設置された。その 10年前（1975年）から、保護区内に住んでい
たことが証明できれば、土地取得は可能である。ただし証明は大変難しい。“ティトロ・
デ・コローナ”（植民地時代の登記書）を所持していれば問題なし。途中で土地を買っ
た人は、最初に買った人の開始年が証明の対象。いずれも証明が難しいので、土地所有

ではなく、居住する権利を認める法律案を検討中。これは基本サービスへのアクセスを

開くため。国有地では 1800 年代から土地購入は本来不可能であった。以前は今よりき
びしくなかった。保護区にあることを確認しないで登記を許可していた事例もある。最

近マングローブ地域で土地登記した者がいた。これは訴訟して取り戻さなければならな

い例。 
 
現状では、教育・調査・エコツーリズムの目的に限って、保護区内の土地使用を可能に

している。そのように監察院により法解釈がなされた結果である。全てが国立公園・国

家自然遺産地域であるかのような法規（森林法 18 条？）の適用である。野生生物保護
区などに対しては、もっと合理的な法律運用を可能とし、生計用途に道を開くために、

新法を検討中。ただし倒木など資源利用を限定しないと違法伐採が増える恐れがある。
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管理システムの強化も求められる。 
 
野生生物保護区委員会 
この委員会は長官命令で設置。ACToのマリア・エレーナがイニシアチブを取った。も
ともと SINACは自然資源・鉱山省の 3部署が集まって組織編制された。国立公園管理
に重点を置く傾向が強かった。公園と同じアプローチを住民混在地域に対して取れない

こと、保全しか考えていなかったが、住民のことも考慮しなければならないことが分か

ってきた。ガンドーカマンサニージョ（野生生物保護区）、国境回廊、REBACOを三つ
のモデルとして、住民混在保護区管理の検討を始めた。職員研修内容を作成済み。矛盾

打開のための法律案検討も開始。野生生物保護区の管理者（マネージャ）だけで組織さ

れた委員会である点にも意義がある。以前は公園の陰に隠れていたが、これで誇りを持

てるようになった。REBACO での経験は重要な事例となった。他の保護区の道標とな
る。 
 
大規模農場による農薬汚染 
上記委員会は SINAC の全体的なポリシーを考える場であり、個別の事業を検討してい
ない。農薬汚染は、各保護区が独自の視点で対処していくべき事案である。土地不法所

有は全体の事案、大規模農園（プランテーション）は個別の事案である。 
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